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A~ 1 人形峠鑑心反び倉き鉱山仁於ける

'坑内空気+のラドン金量

同JJ大温研泉燃公社会告

(1) 

基本春次市)I}倫夫演迂昌介

人静峠鉱iliのウラン鉱よりす政l)か量のラ Fンが放出され(.，)争

事乏極認し 現在探鉱荒濫の堪進が缶Bわれて C)る人場峠鉱山民Zダ

;会壱金斗Jの戎重の主主尚主荒'pに今量のラドシ点、含去れ;てける可能j桂

があるのマ 同拡企lの鉱内室景!こ決Tするラドンの濃度をこその分布民

態五調査 L1-三唱 5(Ji丈酎育区東lこ伊をお主オtてl)るラドンの童書き底部分が

弛中メfス中のラドシからの供給jごよゐものがあゐのマド主怠 L)_;かじ〉

うj重論左じで l'廷の守 弛中ガスのヲドシ量の極端怠一例ヒして勺

ラシ鉱山のfrr.内空定めラド、〉刀、スの漏え左絞っ左。

淘兵三世工門家動計左用けた;哉斜掠泉}之介/函!ご示す祢怠j表取忍

左周りて坑内マJ永良レ 荒口勝近の最も主主当足場所左室生んで子淘え乏

金子つ丘。

事長特/鼠取法.分ノ図ビ示した2来事え忍左荒内 iこ持参し 注射患の軸

d:数十回動かして抹取患の?の空気左完全に荒肉主主買と置捜して

ノρ (2?lLt余の主主主主‘左旅敦レ ゴム震のさ事会左ビ?〉今コ vつ、守止めて

淘定揮所に持出Yo

測定法:;様車した空気の量左正躍仁/c' 0 '7lLe.とし 採取患の免
措のゴム管左工 1'1京動さまの電瞳箔の下端のロじ豊喜きし L鵡のロ左

胸 l)ておりで.静J品、に注前患の軸左おしてきて料空気左うつレ拠づた

ら直5仁」ニ下捕のロ左商ぎる。ごの時刻五滴究開地時識とLつする.そ

の績の海l定操作は全く水の=ラ γ三ノ;含量淘定三二全く用拡として鴻え主主

任う。し小しこの場合は置荷量結中に水が失容し怠uのマ 電離菊宇

の空気反δ.ええに対:tる分配に粛する補、正左要しなけ。

関定義岩泉は-e-民主重ヒつれて歯iごよコで示し居合 けつ-!;函)



(乙)

この測定結果 l二よ乱官軍底のよL)Yij Q' iciラドツ濃度が偉く 遇

底の意¥)対マラド、ン濃度が高 l)亭がわカ¥る.又ララシ会霊の高 l) ~フ

ラン継の見出されているj定道 jご治サるラドソ濃度はヲラツ金量の偉

いウ二ラツ畿の見出されてれるjit遺よ 1)ラドツ濃度が畠ι)~項向にある.

章受高値は ノ日大 /0-，60 ζ以必〆メマエうる。

国主#常lご常識謁!d結果が‘特 b九正。

長鏑の合法問 注射思

雰ノ図 言実話司掠事文愚
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ベ-?βスペクトル煽東用の無担体臥-52の製造
E立大琵 者在Mt放射ィιきグJレ-"70

走板2苛/B患っJレープ

(代表) 音主主清輝

克在Hn-S2 の東禁図式、として在出立れてし)るものは(，)ず丸

も本確実なもので= ニれ左』韮立する議1こ告は協周Lて月九-52の;8樵スマ

クトル3則定左行コている。此白線Z軍用のハ1n-ご>2~阪大の4.4!イニ〉で少のサイクロトbン

芝南いてきなFどd，i?L.l~/げ九反応l之主リ壊遣した" ;9線ス ~\07)、 11..の線帯用の無担体捜穫は

ノ〉夫在する化挙語むなさF純物力司、 0ノ和手 以下マあることー

2) 他の放取っ性救護のま丈射能ffi、ノ ρ以下マあるニヒ。

のこつの京件左充才必要bであるの

これ去で、内主主担依.ノワ?t-.17" の製法ヒじて討、 行I 尺.Hdγ一

?7!-tlナtdら(J". C if.0仇" F-うLγS ， ノデ 382  C/タゴノ Jの報告が、

ある。

きの方法に基 L)て/フ免--.52 左泉注しとと己ろ よさζのニ京杵左

海足し結怠uこと iiでわかっ左。をのために此の方法の改長 虫!会新

しし}方法左足フサ出すことが必要ヒ怠った。本研笑世4士u長法の改設
をある。

サイクロトロシの内喜苛君夕一げげ、、，~トヒして 銅オ恕茨」工こに Iククロ一ム左電

φj主民し色達む}の左用 Lれ】 董百蕗易与の工ネ Jレ三キぜ宅ゼ、一// HεIすT， 電2抗 3ρ(、sρ

今--ti.乏ノAtf..の)完森良件で守主j衝愈苗して累遣造主し 7たξ 片守究t

サ一スケ一づJルレマ君種量J大司き美更験左試みε9従永法の持縦 lは広 欽左〆担坦生位蕊ヒレ
てb均gえ YJんレb リJ住性てマ?実、素 1にこJ::"仁り官掻重化してターザ¥ソトのクローム左

分程じー緩鉄左工ーテ)L/て?、柏出除去する乙 II=う実にある.純泉法の

主主裁により Fe C_e a '(乙 Nac2 か、相当量強宙し そのLぞγぐd，αfd']T
反k， j二占ごって生~Ë: γ 一手t. 8 左全く除去し。得疋()こヒが、 β ス

イクト〉ν弱反 δ;、活文翻イじさ手留)こ朔精した。吾 p は従豆長法の E党主主左種々

言昔ぐみ ;}:三也ヒしでの欽左全く泊えず 刀~ -52 左ヨ主ニ、オコロイド



(;7) 

として溶資から直接分碓すると ι)ウ方法によって‘要求、 lこか怠つ左

無担都ノフぇ -，!J-之の東遣に淑功し忘.辱われた刀 lL--s 2言者淳子七十の

不純物対抗〆仇ダム〉ピドマあり すーチL8ぜ);語どえ全に除去する乙と

が出永た。その L従永法にどとして操作も遺か!ご前便ヒ怠つ去 a 此の

方法の欠碍ヒしては 使用するターザヲト反{}、試室長からの手続拐、

持!こ鉄左撤底的ピ除去してちかねぽ怠ら泣けこと、反ぴ、刀ョ~ -6-'z 

のl反撃が窓く怠之つことなどβてあり 百下ーをう改主主騎突してωるa

A-3 1勺 (d，クL)ノ8 F Jj戒による
下__:I 8uウ調製

東大差 木町チ哲彦 不破敬一部接心祐之

フV 素ーノ81こつけては樟ー尺の方法!こよる調整法が研発土れてい

るが‘これ|ご掬しては )<ttt J等の業主・識がある (尺 8 B..e..えφ4

たみ1-> J . 8 -μ勺 ，パ必ι&oVn-i-._/<1 ) Z:_ .A/ 0、// P、μ
〈ノタ$3)) /'7，ρ ，;d_ノア乙)ノ8T-反応 iごつ l)ても レ〆む， /-1 zρ 〆

等左ターヴヲトとする試みが怠之友た(ア.γa./.L_Qkζ ，JE，μW._Ona_

-te ，ノνa.三μ花正乙， ノぶ/ ク87 (/タヨ8') ) -教えはキヤリヤーフ

リーの壷金屋左含ま怠 ¥..iつv素のトレーサー乏 1存ること乏ヨ飴とυ
て ノクo (c;乙 J允)/81-二反応、)ごよる 18Fのさ賓室fi-検討しを，ターゲ

ツト、乙レて l主 H之 ρ ヒ乙:01-/を伎し) それき弘!こつりて tt軟挟

昔した。

榛/r~ は次の遺リきある。

_ a)  H2 Q ーターザV ト 再蔑溜JK左美鈴穀の保持意思中(ぬ怠謁

Z ク況f!) 1亡λ ;hこ;k左サイクロトロシ仁アJレミニウム覧左重して

直接ヒl)っすJ 二火に d粒季五照射7する ρ 累計守刀温度と写ぞまな

さえるとめ 式〉令する氏、 か;位。温度が、界り少し泡主つのが足ら

合1>~ d 一 定時南殺これ乞京リ出し ーさ詰左右故ア )1ノカ 1J )佳じして



(8) 

蒸手堅乾国犠.放射能左測定してをの減衰世)る主主ヒゐ。この結果に

よるを乙ノ'8Fの半満期け戸 =//2 1Jz_，)ヒ殆ピ平行局直毅ヒなb

投射能酌に極めて殺梓マあることがわがる。しかレこの }BFの溶

飛中の港港J皮躍は単純でき怠u.とじレこれか、単殺陰ノlオソならば陰

イオツ~換樹脂に D瓦着立れるはずであるが この、海!こつけて陰イ

オツきを換樹脂層.左重量±仕るヒ 放剥能陸涜出して去るのこれに

反レ蹄イ才シ交換掛脂!ごは岐着されてしまう。これ性 /8Fが揚イ

オシ的亡好勤てするこヒ左差i成ずる。一取に fi-Jま種 lマの腸ペゴ「ツヒ

錆づ弐‘'':/正伊る偵均水、太芝()乙とが、ま0られてし〕る。しかる巳この

実験では YJレミニウム箔左閉口これがきて科演と直接ふれてりるε

めに黒宿中の温度 L専によりア lUさニウムが、併用左三コ lす一宮水中

lごとけll:lしこれか、ノS 戸ーと爾の錯 /1 /1シ左惟ってけるためヒ岩え

られる。

b ) ム i0 J-! ター庁、Vツト 特級 LjoH， 左鋼板の L<き溶融して薄

膜 IJKJこ附着主 t士，これに皇換え投与左照射する ρ 黒射犠f騎板の烹

面正当.:tL)硝酸マ必至宣して Liρ斗左とか二声。こうして得られと滋ー

演は (4Z 十正金んできりるので?これと /-JzSa..通じてこ3ι 缶、主1定戦

2弁護主し}:F~捷左アンモニアア Jレノb I)}注 iこして HzOz左加え軽く熱

して適蔚jの S，Z一左 3ρμ2ーに酸化:する。この港?貧乏一部取って

蒸経戟思し漬哀歯綾左じる，郭ぷ枠泣 /&Fが嬉らが'LE J:K放封J並ぶ

純樋国.<z)法による語数法|こ叱してや、予言 Li0 こオtは庚寺町料?の

者支量めづてトリウム iJ'ら主主じたz9乙ゾベノ A によるものと思われる，又

この決左陰 4才ジ失投掛胎!こ通すと放射能匙丸善事交うE艮善之れる/か

ら .te)法の揚舎のよう左手統dU.J世少な L)ことがわかる。

))(..L二種の方法左rι較すると a.)法では放射定的に緯度ゎ葛げものボ
得らiL -;守 b)法主主A史イ舎が、筒単で士、非主文帯性劫庚の混入制、少〈、又収量
にB(，)てもや¥ま主る，



ど?J

A~4 ~δ殺の攻収由縁仁つ l) て J

(日息恵三喜/む厨突対)

ホ持健二郎 o柴田長夫

β 香里の嚢大エネ Jレギーの E雄庖潤定位β畿スバクドロメーターに

よって怠される。 民収曲援に巴tるJ言法は前右主主の1曹長尉得られ怠け

が、持互扶a忠実乏}!t-要 tこせず 自己較的短時向に葡単に勿えるのc'放

射イιきのi 手授としさ位便刻々ものぎあって 理論島解社に土し L)零

の欠夫はJ5るが一成に震も普遍的 1ご回りられてl)る。一般に β棋の

販収曲畿世間拾の井賞数グラフlごプロットされ 現 l択曲線が直教と

怠るのJ::剥用するめであるが‘ 二の部緩!立原突に対しか少由之怠る

傾向1:もつ この田ヒなる傾向国 β 続乏放出する数種 β畿の最大

工ネ Jレギー 測定試科の!武態度ぷ，試料ざ、ら ヂオメトり一、紫

粋ヒ者数曹の向に訟 iナる散さL等 lごよづて夫配土丸る。之等勿〈の画

数左足量的に蔚侠:9'、ける乙とは宙実詮であるが定J匙的に説略すること

に虫功 Lたのぜこの結果正報告ずる，

β善長ρ阪収曲議長に掬 yる今主主!こ得られ ξ 一般的経験乏縁与するヒ

次吃列挙す石却くなる ο

ノ. 11反広悼の位置の野響，昔放管ヒ試>>f-の位置£一定Iこして眠t以来弘

互主「数管{の志の泣くより試斜の ff:うへ持す己主「費支隼は書~~主る，之

は煮乳!こよって主俸声内!ご入ってくる β畿の数がふえるためきあ

って 乙の卦泉は吸収俸の厚みじよって異る伝わ. D反収俸段落に

でき芝る吉、ザ立rく訟くのがより 。

2 ヂフrメトリーの第響 試科J:討議文菅の泣くにBL)ご主俸角左大

さくすると現収体主斜めにゐ lナて昔敬管に入、る β畿の款が~;siく怠

る。二の動泉佐B反収俸の厚みによって巽1).眠l民俸の厚。訟がま歩

}こ縫って眠t久曲畿の勾l!iEI;t急ヒ主主る。乙の傾向左之けるために夕、

オメトリー左 e).OS ~人下と二する。

ヨ 周面の散さしによる彰響 試科台の内蔀左樹監の£う怠佳E京芸魯



'Vり

きのものをつくるとこの野馨甘無視しウる，

_)，X，Lのまう怠配置乏し E場舎

4ι β線数臼 f本菰種の種類 原喜番多き最大エネ Jレぞーの古参響 qβ 線

放出の瞭が〉迭択則[蕪』工度)1こよってZ反収曲畿の瀞討異リ F覧会

番きの佳くなる在咳収由毒患比四ヒ怠る。

$' .J玉 、農大エネ Jレザーが‘たかく怠る)こ従って回とな:Qo

よ五 世;斜皿にごよる菊響 β畿の綾;言者支喜Lに ctる帯、零が大芝L)還! 被

択曲線のJ初めの傾斜左大芝てする '0

7 三宍講7の厚みの善事響 会科のj雲 a';1.i代、遣すに従p て各種の眼t灰;散乱

が異り議稚で、ある:ifl.，' U反収曲線の初めの傾斜左大之くする結畏ζ ・

1三る

以'_t_めき蓄実性骨れも技種かう搭:9る β 畿のスペフ~ )l;Jヒ事実科J5i....(>"

幸町科IIll警にcどるβ綾ス fマヲト Jレの変化に基!!SJ:tるもので‘ある。 lβ議

スペクド)1./乏草位エネルギー毎に介割し 単位工ネ Jしキ、ー毎回の取l沢

歯護主主乙して単一工'*)レゼーの眠l)5z曲毒患 f転摂電与の明i民助教〉め経ト f

験勉知識左調南し伝 e 之によって留 L悼図左府主主L)積かして D~'~曲

種差えポく方法左足出し みえL の議長の定J性的説明£試み走。

". 

A~5 物理政措仁よる核穫の決定の一つの試み

歌声太池田長益三番府周野義治

京大場主E建寄与

主主動J住d求基左決定ごする :þ.ll浬白方法のーフモニレてシシすし~~ョシ

}Jウシター左蔚ωると有効庖場合JきてS.Q"こrJttこ必要島焼件性予想、

し縛る技謹の数:}fi'少く-又放騎:9る I畿の本数1氏、少怠りことで、ある.

0こみ方法之さは予想之れる技種の放豹化掌的 1ご純.梓怠摂津左修黙し

それヒ;永岡の載料の Y線スペクト )LJ左潤色し両脊左叱載っすることに

よリ弐斜中の挟道左官民主才る，



〈ノ，/)

ふ〉今し一色ヨ y;ウウシター左用 C)た1際のr畿λ々タトルは単一

エネルギーのよ畿の場合仁はをの波高会帯性留の抱くtJ.る。えは鉄

分広三町 lごよる波高分布苗象さ、七シグノUてすヤネえノ .)(.1すマ Jし今今ヤネ

Jレ波畠;分析患左閏 l)て滴定虫ゑゐ。 手陣積分方式~~葡尊重怠滴主志左

用 L)ても淘定可駐さある.

a の曲ー報マ Ep!険労三電交渉寒による~- ?"(きあり E乙以ポ辻コ〉プト

〉主力票による介あきある。この位Il1ev)汰工の r教につnては電ろ
主主創生のむ-7が、存在:tる。淘起に際して必要注鋲値は定盤貴hl畏に

よる r一、クの両定訟の積分方式左用りたさ「数キ N九 ) • AかU l5tぴ金
体め昔費支寄~Nァマある。これらのもの正採準のものヒ肥載して施主

主行う。挙ーエネ Jレギーのr畿の場合住 Npi.J 位。と怠る。勿くの
.工求 Yしそ、-.&持つy貌 iごつ 0ては工ネ Jレギーの鳥山 Y畿にっさ掠準

ヒtr.較してま子ごう。

永知の試斜ピつりては定ヨ微分方式にま¥)ta'一つめ工ネ Jしそ-Bi;

び全悼のう決晶会布註l綾よ')予想し嬉る γ畿の L ネ jレギー左京約去をど

拘われ伝表反び、資料とよりをu{亡担当する救種左推定する a 言責務民

F標準亡つりてエネ)/_..ギーの最も i事(~ Ie': - r;1 ，ごっき前さとま表分方式に

より IV'h I Npv ) NI・の値左澗えし 急刃の叱率が一致L';F.::ヒ
芝微分方六?による舟奇曲線!.Jど令致するこヒ左奨・めたとてをの按蓮左記長良

也まる。

守口くつかの教護より威る本知の誤牲につりて/ザ凡 ノ Nr左測
定して ιー止とま事白し用拡 iごじて標準 lごっ l)ごめ丘'=主み

/V了 .Eff'-"

左京わて tヒ較する。五/く危のとき泣標準より畠 l)工木)t_..ぞーの.r
暫定'放射物奥ボ怠在じ 左，>えのヒ芝陰恒下工ネ Jレマーのr畿の事
在左意味する.一収亡最も高 l)エネ Jレギーの γ額放駒場展につ芝そ

の量乏快足し全俸の工ネ Jレザ一分布曲悉まから決色した執麗の討議文キ

値左差5)，芝芳吾誌につりて用車京~方法により盗次世め 4否 。

これ専の方法]こよって核種の設定E言者みたものを偽左あずてきを唱

す之:>. 
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A~b 髄溶液のナ工レソコフ放射左利用する楠粒ろ

検出用期君主置

浩一

一文面積!こ入った語工ネ Jレぞー電，g.t主ら δ、ビ Y章表敵卦

音斉蕗一夫京木原ミ子裁研

百B古ノ)
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(名:々 の工戸大Jしキーは/今εγ涯蔑)左左l)物質豆、カスケ)ド、主/

ヤワーに支えてそのエネ Jレぞ一損失から全工ネ Jしキ、 主演lえする

目的には 原与魯きか、大で 自乙童の太さ()透明な物良からのそケエ

レシコフ放射左罰1j習するのが便却である。技厨芋富銀つ勺レープド主

うとにE青酸釦佐和溶?民主国けるこのよう庖検剖思左づかつてき蓄義主

主主是シャワーの予備吉右足淘定結泉主今夏 4タ l}ヤ ，)Jザアレシずで

瑚小れた菌際宇宙線会主義巳報告 L1= 。

白一段にーヶエレシコつ放射によリ生ずる光の介靖うはヘー之さあrる

とめ 光電ミテユ曽倍音による湖主はー .l)わゆるふ〉今しーターに:::r

る場合よりも感度か、おる。水溶液系 lご岳サる今工レンコフ放脅左

剥用する場舎とは増結菅の高感度波長事〈 μZt?ρ~〆$0ρイ〉

に合致7古る i次長の ~Iこ書室接してやれぽ‘(ワェイそ:;>"L シ夕、スふフ

ト) .事態良の測定水期特土れる，

水溶液系!こなげるこの謹のちヱイサレシグ、ス乞つヲーそこして肋

く均重要片あまり f$'<.の種類!会知られて l)怠は ρ アミノ今j童(_z_ー

アミ) -..5.8ーすっタし〉ヂスルつオン敵すトリウム〉きと剖間報

告が二色、、一つあり この可能柱ポ示唆されてりる。演者専陸乙乱

左用 l) .銘護主被モ二の遁当怠組-色せ!こよって新 Ll)測定技量左事実作

校三す Lた。

2) 方法王こ&果 市販のアミ J 作放乏水溶液から再結晶して精泉し

たのろ この水虫飛にづりて受光め変化左 ~J室長持の詐否満足し

た。蛍光の毒素大波長は μμょρ イ!ごあり その強度往 p汁¥'2:よっ

て若しく変化3る訳、 聾光面教心時は主主らなL)p~君主ノ事長衛港南 iこ

よって斗大シ強度左一定亡保った喜ゐ片げによる強度左測定する

と 霊験柱 Lょ~強ア Jレカり l世港、東芝主主堂廷は端技ミし 微酸性め

fH -3なけレ Slごあ、oて最大強度左京したの f'H左ーを乙にt!iRって

崩酸ナト Yウム主砲 l)てペ/¥ン強度左蓑札土色ゐ't..き丈光強度陰

イうてシ強度 Eこ共に減り :9，Qffi、ノ dヒ=/ j..)( L C;f)' ()ては Eまずーた

イ直左)T，j"。蛍た強主主はア宅ノ守散の濃度ヒ夫に濯すが、大約 /.tJρ

71'1/ぷ き庄で、安在来ロヒ達持，
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従連拳怠;()<..による今工レシコフ放射の光左最盛条件を ペオン強及

。の去、ァミノケ醸左聞けて波長転換左伝うヒ えられるパJレス快

亀 jま約 Zz倍Iこ増加 Lた，これはアミノ守遁につけて載告されての

るf車にくらべ λ7倍に担当 7する，

アミノ守酸は鈷イ;f'..)の審在ずる揚舎は蛍?と左失 l'>.タタ量の場合

は犯さんする，汚7 量の~;首左舎を洛液中をこの蛍た億五用けるには J

Sちま錆埠lごかえ.ベオソ漁長左思視しうる涯良亡下ザ、怠ければ怠ら

なり，可法牲の銘錆埠ヒLては.EOTA錯撞が景ゐi童当でさあるこヒ左

Eしがめ，ニの錆埴の濃溶液にア全ノ守敵ま加える方式:左二とった。

ペオ〉強さえの居加巴伴う蛍た強度の減少は避寸られ陪 D'lこしても

出永る取り黒色重明な錆塩滋横左うることが重要ざるるーアミ j守

政段差是 l¥走 jごよって分解し， 巻色すると夫に蛍た強度正1蔵少Jするが

とう. 直射光左避けて翼系機左調整することが必要きある。また否王寺色怠

ETアAヒ士濃L)盟主液中芝、決黄色左.ffi.jこヒがあり. 合ム zC'o ..--....-

μJpoJの託五吸収するのを 乙の精製も久旬きある e

更在進とえうれたパJレスJ'.~トの増加は科メ Z倍!こ ι るが，法衆

のg，t夜によって東)ご増知すあこ ζボ期繕之丸る。この府角はき子曹季最 F

め L永 Jレ可ーデデフターの府突として発足しをが 周 i土原支乏のもの

は.サイクロドロシでの放白倉与 さ主f三!さ Y教によるコンブトツ電

与の澗定にむ用。ら丸ゐ可能蛙がある.
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A-ワ放射イヒ介析仁おける半減英勝|民の精良

工業技企庁毘京会、工業試験所

周 国 失

z 失望失夫、

、放募金イι分方T仁Sl)て・ j表喜重刻起の百的ざ、好厄われる半渡期演え
!こっ仁)てはヂ去できたをテには検事才之れておらずー測定発還元半瀕揮の

歓待の時南だけ測定yるごEこが一政に椎実主れてけるが漢春は

マシガシの工業分ヰfr法左府突する途中さ半減期潤定時庖ヒ測定措

度 ζ め輿係左京め 半減期のノ手が、."1'の潤た時I匂之さもナ舟広精最てさ

測足泊三長る場色丹ある著きをと示し巴が、 1/)本府買におりては半戦期

測定値Tに対する標準備主主 Jァの Eιす怠わき Jγ/アノ 全昔歌

偉人j，およぴ測定に費やした時庖ム 3 以_t_3毒の痔の廃保左一

成分系!こつりて実験砲に求め立たの弐左得志。

..-d T / T = 8.:3 T~ム (}J瓦 (}) 

f力点中の 8.3ヒl)力主主丈左主めゐ博仁枝った実験値乏アムuι
IJこ万之ごす。

Tatf& 1 j建験f邑

ム θ/ァ N --dゲァ!出吋ル

。。テ3 グφ一〉ぐ /0L? ρ3'1 ヌア 8 

。/86 λBX  /ρr  。。ヲ2 タ3 ，7 
8 三う

0. 326  2ヴ×メo.s- o.o~ι ョ ク、よ チ

Z、? 乙ク×ノ0 2 &ノι..6-，6 2 

巴糊剥曲歌ψι専し L'}億左と三ブー
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2_ 毒え語!~，寺越と1車の導ム\

υJ 犬の中のN J;.核種棒虐E1~主の通費丈として表わすために次 dっき十

雲年左する

が射ィι柊了時に潤定さま乙るべ、芝主「童女率左免。ヒじ，放射化
善悪ゴから満足周始ま否の専向左 θf ヒすたぽ

0
 

4
八
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U
 
A
 
ナA
U

J

 

A
V
 

f
l
l
¥
|
/
 

一一
-ga''''' 
入パ ιxp (-'e)立札立/γ)d_fJ

ーはρア/ふ 2Jl eY_f (-eJ k2jア)

叶一 (β/十ム川2ぺ)一一一一 位)

ゐ/ア= (8-3/ム θ〉け.-en2久9LoD仰(一今糾〉

-ωi -(今十ム山川1)一三一一一(3) 
ニムに

乳o =去しュ A丈

=ι 州向(佐久/内)，{/ -exp(-t 'f?l~1ア )J
こうと ii2 はき十数動事 Aι 国放脅すィι終 3障の放事育芝、八J/l

l遣戸ポグドロ数 j)立衛芭逝ろま葱度 比ノ位向愚ヒずる克乗

の重量 令て はその救種の放豹ィι断面接， )え泣きb教主皇の

存在Aピ ηは芝の元素のhRさ量 、七!立感脅す時淘 T は益三取扱

濯の半事長期。



つぎ!こ 曳際的なt;le.フの揚話会左取Dあげて検討する，

ヨー特定Jコ渇舎 をのJ

っさ、のヨゴ畏件志きもま乙ずる。

どノ)，.'士 >> ア
(2. )θ/  <.<ア.(-<三ム θ

(3 ) 一定のま「紙牟免ヱーになるまき澗在三ずる p lたがえコて

ムWアコん〔ムヲ老o.:... _f!骨究z ) 

主人 L わ奈件左，(3)弐ヘJ入れる乙

い =(8d):onz!追34MM

ヂ 特定三の渇会- その五

つぎのゑ件左決定ごする o

(/) ..i:: 7'7ア

CZ) 'd( く乙 T~ ι ム θ

(:3)昔数寄Eが手~o e-/'色+になるまさ滴君主する。す怠わさ玉‘

1L 之~ 1t..t? e一造 4ト

したがって

ピノグJ

ム θ/ァ=泣 3 近十 一一--ー“ーーーー付り

ここに 'k.L卜 )寸主支えさ此伝言三者式

こ才tらの奈作左(3)戎へl)ほじると

J ァ/ァー 8- 3J~/(われ晶子〉

=， ( B:3JO?_2/(走3走一雨前以内〉ァ)-~
L式中の接種特栓億 す怠わ:5(会 Kj刀)アの僅左免農のえ煮

にコUて附するため巴榊に了左υ 問に宅1i_
乏ヒって害者足素の億乏がさけれると う71図が緯ら匁留守芭
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は(をc:1)1 IJ )ヂの佳の等し(湖、涯は図中仁示しと夫教と月ー
の候芝左右する直をまょに配置される.たピえ皆、/辻 Z穴〔冗 0-)ノ/

工'lZ_，守3 )1)1>(71.し;r-) 1'~ 7.託)!b ~~/JI í (九、証)る3-)¥/;め 3亀

左較べるヒ 前三Eの憧はほご等しuから 測史長件水、前言Eの通

りきあまtぜ、等しc)精度菅平瀬賓が、測定さ乱る筈之さあり，をの

倒ヒして In ヒ Ni.忘乙の長件のもヒで主主文章守化怠らとずに1測定
レ 予3題どお り!迂ぜ等しし)J予「の億左得t=0 (t::: !E、美害時

は 亡=丁ヒいた。) L 12hごってこの場会両者の AτゾT
毛匠よ等し li'(こぎ在主主できさる，

一三宮両者のき十獣率陰 /Pρρ ミ/をある，純泉 言ト君主主手 μ

のみじ1着目して議元素の放動化分析態度乏判定して l)吾封、逼

当怠長件のもヒさは 半積期五走薦Lf:三猿到二れまか一尾美陳的

古あるこX左強請した <-) '" 

(/) 青本文雄周田夫:マシ)5ツ鉱正ミキのマシかツの放暫札づら<pi

(昭和.32ヰイとき豆腐保事協会連合訴さる府突港表犬会 講演答号

之aAoe':，)
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'/4¥-8 . crlγ〉反応仁よる放射{ヒ仁フliて(党3事長)
ノノ5t穴(よ153Pノ3可欠反来、の放射Jヒ断面蓑j二)liて

日本原子力研究所 告原資

東京裁斉大手建掌手jL{ヒ手議室

3セ田喪主主

方ノ長j七bいてコJ川しト 60によるイ/プ勺ムめ γ議蒸誌の事某
z、

;?51;11?1 (キ戒期労 5静岡 1が主主点j'Q ごと左4とめ す 2較に」台いて

ヨパjレト 601てよ与 (0;γ〉天btの結果生域13ノノラ'iIJ{工認の主点量之

r議員査とのよ仁左 杭吋'a;ttlι(/)同抹ま実験|こ比率長して大体一妻女心主連
とまるごとまえ L 走。~摂!てあ、いて広さら下コ λ ルトゐ 'D r-よ<s'! 

ンγゥムtlJt線東射ま£、こ左い，円工胃(a，ケ.)ノノラ骨1工ηの末ifト())歩c~j';ヒ
断面薫之葬式した.

前-識に Jう.~ (¥ては Y諌量(j)測史メス国難であったため 立以討」主計算

Fよ，ってそのオーダーま推定 Lえが 今国民一定のよ穣量きか押られ

るよう五姦汁で実験土 bニlえった，すまわちキュリ一番え♂検夫され

.}:-え泳ノ 000キュリーのコ .7，)~ト 60 マルチキュヅ a一、ソース (J) τp

t軸(j).J婁」こ!τ. ー烹高三高 tJ)ところ}ミ Aシデウムの試料左葦主主 主え

す 5武射能がほとんと\骨炉~遺す 3 までの碍向ヶ換の東端左汁った

の事‘ 京封離の哉君更状蕗左 Lbへえ" 岡下寺i二パJしズ八 4トアナライ

ず一戸ょっ大 F 謀のエネ jレキースペクトル J三芳~}乏しえ。で必読主東主主

鼠されJ在来射能の子夫期瓜久5下手用 γ諌エネルギーのピーク民

ρ，.:338He  ν(/)とニろにあって ;/:5似'/1-11 めぞれ|亡一致した，

二の失PE決(j)結果y台、ら コパー )~ト .6 0 の r 諌仁よる〆シぢT71どれ苧 ).ι蝉

工η 反応、(J)放射Jヒ軌面農主計算 L- /O-~Z、 7)1 Z (/)オー夕、ーの盈jj¥害ら

がえ， この盈広ノイル'I.s.O.1:C.&_が遥へているノ0-3~c:号制z.0.) オーア Jーの造と

!志ことまる. しがしながら土iM話b花8しの失望喪誌寒主整理してこ rJ)瓦

Aの攻身すた断面積之再討昇心てみ kとニラ ではソ;;0-::;雫 'll(Z!l>え『

グ.ーの量左と 5ごと 1以下月 J)i小i二lえった，
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また民下f':..>込ベ.oょう去廻晶、的計算l亡よって込ノ()-BZC勿'12 o 式-

Yーめ放射1t~面意義β拝むれ すつれわれが失禁めIこ得点三主主封Jヒ断面

焦の撞左よく棄壮けどうごとがd追求元三.

( '0/ ir)反応‘)ます丘わき5束手厳3励起京ノjt-ぞある Jちて功たはある

特定のエキル Jドーの有効ケ長下よフてのふたる 4のと君えられる，

いいかλると('!'， d")友共投 F量芽のラヤ-7'~主謀戒収にごL とブく

..:t (/)と芳えら ttd. したがって k義のエ末ルギーゐ布がこと去が広
州向旗手法わたくごとまってくる;砂地乙…ど~たは
アァンデクJラ-/O装壷Ji:よって .l.15I?ι(2(j0-)ノノ5含?I冗 3京尊t?ヒまJ示、

こ五つ Jきが フアシデアラー 76う設置}てよる場会と，コメ)しト .60

j亡よ~患ゐ k で民大尉jヒの諌与がごと去る、 フア〉デテラーフめ長

重)てよぷ岩みは竜子議øß叫~~W/lq.}てよヅ、 コノ.;)レト 60仁
〆 F

よQ屠みは t最長めコ〉ヲトン数JLt亡よってくれれ友j}t:左岸 ιてl)

t3からである、 ι必しま.T'ウ有効ケ諌)て対プミ5吸収断面多量試しlずれ

の憲み仁も共通である♂でー ニキてま用い ま~問者め芳告会 [J)?}諌エ

ネルギーみ帯主君蒸して 向者の蕗み左タi採っ為するとと tt可能であ

b. μノidhL (;Ul乙と況~ìま Jノ'5 I冗(わ<r)1ノラ沼町工?z J夫応jて有効ぷ

ノoタノプeV のr裁く中。、 00宇Lev)/て対する吸収断面舞6A.止

ノOJZCヲ'llZ o;有ーグーの .:6oと計算している. 主主 l=者対去コ〉アL

ト〉君主主L'd楳f))_アラ γ7ス flまゴバ‘Jしト 60の k諌照射め嬉みにつ

いて.κゐ♂t←仁科3王町J)、タ買詩的!て諒皐す 5ごとが虫*6. その
と左主主じさうノ~.:S旬lI?q dう放射撃Aは，/1(左??-5i 11の京三子教と ιて

バ=Nぬ f (1) 

であらわされ0. まメ三Aは4全体の京謝jヒ断面旗左σ?コパ〉レト .60の

r線(/.)ざる休のアラックス左 Fとfz;と.

A = N，ζ~ F (Z) 

である b、b 結局 dl式

d ==0'，ぇ万戸 くり

であらわとすくる句争ユ言~)~よリ言I葬したと7')まノ0-3ZC 宮fめオーターーの

遣と迂り われ ttctJ)実験値上ー致しえ>



(z/) 

忠夫送↑てフア〉デアラープの長萱|てよ'ウナ. コ

くJわ}2ケr)反J広t、の失華掛為長匙53系翠ρか、ら ノ々早一今rガ dの~ )/〆泊5勺I71“{;rわI ( )/.ノ沼ラ抑勿仰FせI-"ηZ天;t是ド

肉す£ ζゲデtN 之計算す4δうごと J斗Lでで.さ 4るう， その語系民降J ノ0-22C 71Fo弐

-j"-OdAが淳クがているー

象者文献

ノコ ?を回， 告東、~ぞ，9..d<.・μ;印私戸ム<.)2 1l~. ノ .l J ぐノ;r.5め

と3 浩田，吉東 ， !<ad.(:，μtφts/'-凶三 7Zt9， 之 Jノ())?56-)

3) C;. HM.ん;t;t.&， 7zぷdω柑 'ω /2 'l~~. 何 必ぐノ75ρ

ヂ) W， C， 沼~7... }.ヲ、 μ仏ぷ必ヲP午Il， P..fLvr.えωぺZ乏，Y.2:三宮ぐノデヂ丹

A -9. /<cz十β己中性子東による鳳素の夫量i亡フいて

(中~\生子吸収法の適用〕

甲南大震 08下譲 i主治議

期素民議中韓;子に対 Lて大さま吸収、断高裁(775)，ー〉ー〉之告 L

ている、演者等 E主主ヒの繍主義の着~ C)熱中止吾吸収荒A約南 l_て擁其

書長力・ラス十の痴呆之え量する茅ま試みた.

中桂子衆と ιて尺?l.5ρ'7)/<tJ 十 BeK決閉し 中性芸戒呈衣I~こしてパ

ヲアイシ左用いえ"中泣~決虫惹!之は Aif又同工1'[o f1鼠え童基

23乙明〉左用uえ唱 Agt責主同いる碍i二時;ヤ桂菩索措芦寺内主 20..&
と~ J患射主ラ30秒必65タト問 :I-1.l旗左用いた持首 2時同豆長補[.，_

j華貯ι/.if.β b20h向q-. 円‘言t故意〈霊長主瑛:ノ・ 96州予壬?Jl'}
でよ主戎主主尉産主刻夫した苛索、中桂子王室表之邦夫 tõ 為ド~ Cdア

イJレターく写す ρ.67，'/万1)左用 Ll フィ lt>-アー左緯λ した畦自決&

去の主主点fA射能盈£ フイ Jレアー左枠入 L ま l~ 時(})生長武射能雄か

ら差引く手I二よク喪中泣き 3事 iてよる放射Iヒ豆長彦主主主8j乏した，

失つI~)患射に主さげるノVラフイ >ø 曳1可享 t守曹三重左換封 L た費 ;欠必
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告果左得た. 3().ρc例〆、 ..361‘()c?/I.〆ノ:5.Z C仰のノ守ラフイン島中lて長

南中央よりノ 5ζ 7/(下 tf)位蓋i二中泣手東主童さ表爵上仁一定の車さ

d今月ラフイン択之室料てすま〈震の表吾ヤ失!之長サミう員走中J除手京の蜜

度1ま.中l生手涼より討2.:5 C 7)t !J)苅で起大と去る字左右ちょbえも次f主

重料品ペラフイン忠夫の中央に童益 Yc2 C.引のプミ左作く5持)立 中桂

芸課よりめよocラmめ坊で 六の集 L¥時よリ寒中肱ミ予定ミのJ畦友がZ

詰三更も虫くょを とう亭土誌かえ a

よってA去に長いではヲラスデッフ主主惹下二枚(j)走会的試料之よ託.

4ウバラフイン必久(J)ヤ1て'蓋さ三 試料遠足福の中矢下 I7I. ターゲγ ト主

童<.ターゲy ト， __¥こ面 I亡 CcI..フ-1)しター之責主 薬1il;o、ら来る〔

言史料まi宜主しまい〉熱中泣子主主魁¥9<>， 

1芝尉試料と1/て アルミナ文民ラ Yカと瑚曹長 アJしぞナミご孤差酸

ガラスの荒み言託料ぐ 25'jP')，災ぴ瑚建議汀ラス志会京〈アFドコのみ左

用 D忠男寄ら尋土長討した。

之羊(/)莞苦みの言有料のキド朝来会有量と工冗決íl:~惹IJ) 熱中泣0= 1てよ

る放射lt.2蚤裏(})関，琵ミ左京必た， IIゴれの場会話棚素会有量の爵却下一

つがて昂関東(})薬十棋芸吸収 T二ょっ放射J七三鼓E更は識少ナ{5かゑケー専は

お量失直}鉄始で下士 /iU， 

験豊曲事長左用")て刻焦土石えはや o、/φ-*ーダ戸 o捌3業主有効I二
夫霊会科ーが去来る. 力ぽラスセトの調主義のふがTドl立五調乗る有童i既知のか

ヲスで量発霊前謀左あウがレめ作歳して壷く事β:笠ましい，

刻去と Lてカヲスえか木下一夫量のげ7t..扮・木土加え M'l1 (/)汰射に

寅反より潮来主間接的下支量タo;d法会試みた.この麗みの東尉ま

は荊毒気〈日Jヒラマノ C年会構景気〉作準じ去三，

J本法「ごよれはニ広幸E聞の鳳柔会荷量のき気剤、中(})瑚宗左Jヒ穿界連吃ず

にえ量産来る.実「本法医守桂三子摂収断面薫の大主主元来のえ量iて

主用が可集であ(>.



f二23)

A-IO 1<a-B己(淀会〉中牲子涼!てよる放射迂)泣iヒ

iこl珂する研究

薄岡大教育 定 )11 .毒注ヘ木義男

中成喜子大

/匂-/3e (7<0..:ノ00'l71'd)中桂ミデ東左用いて放射汚且jとの基事実詰訴

え左京ミ込先咽そ Lて薄うキ〈た誌果はアエロバブプヤム """F(J)パナジウ

ムめ汰尉活栓itiトダrrこ応用しえ，

fぞ?l.- 8ε 中泣 ~2震よヅ放却さ ~t る中 J除手段 0;1:)、らノ3庁εv>::_か

えっていあので 故対意牲に I~ 壷用するえめ!二)主童書iJ主決主計左用

けて芦えまし丘サれはーるう まい， 一ー鍬lて放射急梓Jヒ「こよフて生糸きが

5女財梓核震の雪下t 累尉持のすノ注芸岩手度!こJヒ到するメ〆 又a..-Ee 

中桂三手素よリの中泣子活蔑 j共比較恰ノト己主L)かう、 でキ(による武主将RJ

・ A主化 j主 ;反Jち断面漬か大芝 l)，~主題か まえを同:ての医かのェネ}レ14F-

)てよz，失埠吸収左 .6つ走:1金差)亡用いれは'効率よくぞれが行われ2).

用いた中A生a=東)ま尺tA.ノ00711'd- とBeめ主主会物でノトさ去ア jしぞニ

ウムの力ヲセ jし)て入れられてあク 用い 5時比太fリエヂトレン'奮ヒ l¥ 

Kて用いえ三内

うたづ歩合め叔とマン力ツについてぺラフィ二土戒主引と ιてで筑ド

よ 3~烹射法主若干主主討し 大いでパナプウムドフ IIて4同蒜法制 L

たー

〆〆.ナ γウム一三ざ:;! 比支怠まキ4棋生子でで、F試主 4咲正4‘5王主 O.タ Jパ〈一〉の3女ぞ射.it仁量崎奇面

2漬貴之有していて 3 ‘ア〈る主dみトdの7))ハ¥ぐ、7デ fクアム一壬z}下亡主女k詩討オ活桂J化ヒ己ξさ才祇tる1がメ-
4μL2ρσεVとo::広5οO必γ の可中7柱手 t仁戸よつて4失噂哉収主

抜パナ γウム一 5 ノ民大き ii主友2長E忘、断面主京員左必つj九住車蘇ゑ是とR捺 tド之玄蕃

j.:"亡2大尉活性化 E主;/1.boバナデヴムの詠沸世30か累計して烹弟主義理

秒よりじ「ーパ計費支苦手下よフて測定したがー 益支えした主主義幸誰主主蓮持バ

ーコトデラ7A~5Z のみである二とと 京射落泣イヒ F主主フて辻 F キ桂三E

/ 東と執相ょ向iにl式霊長室剥之童か左い方がよりことがPかった，えぜじ

/ 



「之長ζ)

中桂手茨と試舛のまわ f)ti長兄皇制でフ与まね民知年よく試射迄牲，Jt

~才〈去がった， Z更[1でフエロパナラウム↑亡フじて 若干の糸約左執

み 狭量喪主作員レ フエロパナシ、、ウム中のパナプウム(})舟JJr主歎

ノ、pーセ〉ト以内の誤支で少尉す5ことができた.

A ーメ/放動性)~テこ7L t!)酸化iてフ uて

名ェ宮民 tp 'ID .畠主主

放射泣ルアニウぷ民族み裂生成勅中下敷メ喜左レ イヒミ言的拳重めが

複雑丘えよ歩抜み裂さL員劫のみがTあ?)(_)除草患始央震の際i之君業主夫豆L

ヤナい，吹って放射姓ルアニウム左技会裂生煎物かβ足量的下院去

す与国飴で会高ド査すると忍われ5酸化 iてフリて 2， 3t!)夫秀島正持

つ夫一。

殺み裂生虫jjtJよリ無担体jし7ニウムのみ宵については .D.入l.HU7IIR. 

-の皐マ〉びン警暴力ソ l亡よる蒸通法があクーまえ持泉氏 iてよヅ童クロ

ム震-)Jソr-=よ 5蒸溜A:tf虞唱どがてJ吉、 3 いすれもよい議晃そが得fう

れてい Q. L ;6\ レ夫霊訪ふ高については衆向 0) 共~&多い a

重クロム聾主力ゾー琉酸液民高温I二A'いてはJしずニウム主よ〈酸化

すδ'がー事者霊では尺ω0μ へLJ)J量化 l立えらまい。翌マ〉庁、〉藤カリー

競酸売をは準昆でゐR.u.'11I→メミグル への曹長?ヒ之主主声ことができるので

主!こ宣マ〉カマ〉書長カリ酸化ま行つ之。失験下こ扶南しえ放射主主)1/ラニ

ーウム怯大ークリッデ J{， L ， から輸入した .10.3~以ー〆。矢伏荒会均え

ノマω:m:.)左用い 蒸諸法以外の失華全下院井正青果守門カウエア一之fflU

蒸適法の失験I亡は EKC 0芋梨予〉チレーラョ〉カウ〉グ←左狭間

した

、び〉木。リェラFし〉虞への付着量の刻え，放射A生ル子ニウム民貫主jヒ喜1)

ψ 失春干で点。リエチレ >1三宝〈付着する柱負カくあるのでこ 3泣業

主利用して材着萱主剤えした. )レアニウムトレーサーと量マ二均



(2:5) 

シ霊長ノワリの-}t:霊左勺ニシリ〉瓶f二入れ これド是々 L君主実2需の署員

あるい片アjレカリ主加え ;t，oリエチレシ撲で左をま Lて .20ての極

超室内でーヌ碍向原還した。アノレカリ姓で片付着量/)'、まく 霊長柱

では震謀長がjこ穿オぷと次夫jミ付着童主題すが この升〆oO -"-" 

//0 Jýの~酸牲J則!二若しL)ピークが来すくえ，

まJ=v~ t亡鋼製し走放射肱メ2u_Uμ左用いスK'リエテレ〉要員への付着

量左測Jえする'と諾醸牲剤{ミ貫主左持つゆるやかま曲書記之与え‘巷

Lυ ヒ9ーア土示さー立し)ので Jレプニワム同墨マ〉力会》霊長カリ仁よ

って菊犠牲下あ l).て章受止さ才くヤすいことがわかる.忠夫星マ〉万

ふ聾主治ヅ (_J)、還を真左づL，:!>~ O.ρ3舛まで亥λて失悪条左行づた戸付着

量はほとんど一定でBった，

(lJ) 揮発法l之よ 5刻定 o 1ぞuOμグ庭生Hヒ主主会え土揮発主主!亡よリ初更しえ

./f_ヲリエアしン製試~rτ-)ミ量tt?) )レラニウムトしーサーと亙マン

カ‘〉事長カリ左入札 二オて lて;麓λ<:&H蓑産の預金a>:0い片ア)しj:J1) .a:加

え提み挨 Jこさp之ストリヅヲペイ〉ト之塗った萌与蔵て・覆い一定

条件で本外様ラ〉ヲで加案、レ 夫以θダーがオくとと'&r::痔晃 LJて消芸

車交~ rてJオ著する萱左刻更しえ 3 意波がアルカリ牲がら最蛙i二実Jヒす

るとルアニウム揮発量が次うだ!二多く去るd ーメメωhへユづムゲ霊長主主剤

で同様!こ:著し uピーフ左示 Lえ，

但) 蒸溜法下よる暴言ま.以よめ護士果から京詩tA生ルテニウム民事曹主体

〆意表から J室主号車|亡霊安lt蒸港let行いフることが推夫主れたので T.)( 

!-/ vart.Aと同去最の方法土用l) 琉霊長濃庚左産々仁美えて蒸泊左討っ

た s その品果 0，.0/ぶんノ 6八/一片JzSOy-(/)乾田で辻 J訳キ 60ん

gρ 外で大仲間援の結果であフメ三.ごめi侭ヰはこれまでの文言文撞

よソ底Uがー母来中 i二東掃す 5主主射能民いすれ J~全品のノ"- ~メ

jてミ盟主ナ 表余の20^-30グ~ tlJ:放射荒片発表p君主羊の硝手主主 fこ持

着レ点。

美喜適法i戸よって放射J生jレデニウムoJミ量主行うえめi三陸捕手重
へのルラニウムの付着く反応またしてい Qと芳われ o)左降立す

ることが最大の肉声であDことがPかつえ。
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A-jZ 陰イオン実換ドよる核ふ裂生大物(})~ト亙

大医官玉大理工エ謙一帯 広声f't入時

山守本土色

/. 且宜主: 間竿Ii環f'Ftτよって比較飴大量{[)カルラワぷて♂弛の

元素の;主主の下でー議長舟誕生魚2台東主産失にみ亙す Qごと.持!こ

セうクムとストロ〉ナウムの介高互主震とすぷ.

Z. ;5法 : ;:>H 左言問蒔レメ三クエン張ア〉モニウム左扶用す Õ~会ィ

オ〉支摂去

決用封賠での~ーくω;樹見告は DιVJZ.;ζ/ 〆 I，L.， ノO Cl，，- ZO ρ

メァア a 樹賂怠l式試料数十 7l1.'1主主jτ対して窓芸員約 5 万d く昼 7八

/0好例， 高ァρ~ノデom.昔話〉 くれ 使用主主液は1JZの3彊 (A) ?エ

〉酸 Z.ノF十 .!>Nノイノプ3 う"0例2水で全体主 /00?'nf. !-尋釈するの

p.f-/訪ノ 0.3荊積。 (8) クエ〉曹長乙Id-十ぷノゾ)(Haノグー~ノ5γt1

yιで全体主ノOU万LJ_下手釈する.• ;> Hゐf'.5前主主。 (C) .7エ〉寝食

Z‘ノ F十 .6Af /Y/ゲ'8 ，6内ク d 本で全体左ノ0ρ ヲi~ 1で希択す 15.所

持 5./ 

(ノ〉 子JbJ<ρげ形 l亡まって(.) l)樹脂主主l-:::..G4)完全ノou悦疋左重して

条件左謂卸する，

(2) 該料(/)希温蕨ー支え表之君主色よr-妻、発表;回し 0.5双i 以内の?K

jてと庁し 二才くに凶〉液 /0ヲヶιE主加える，

伊J 誤;井左尉席土主|亡星L 実 I二(4)来 5 祝，(_，及 lX オえ /ρ mR で~う。

2{/) 操作でセラウム匹完，会r-，-~註涛注主主主レ，カ Jレテワム〈及

Lγマグネ予クム) .希土類元来その1lt:は戸支4う，

他のアルヌDゾ金星片セ予ウムと行動左犬にする，

〈刊文 |τCA)変左 .30ベヂO筑Aえ 307J/:R， 以内で亭失」二夫みである

が J孟すと ストロ;・チウ 4ρ〈京高されて未b. カルうヴム，

希土類寺i立東る、

行〉宍 1-::: {B)来月ヘノ00'l，zf.あQいはそ才〈以Lで洗うこと)てよっ
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て力 Jし三ヴよく反 (:Xマテネシウム〉か:窓南され 希土類兵乙r鉄

i舎はよ実ょう. て恒 Lこの (5)で甘窓芦i突が非雫!亡多量 i之丘勺て取

扱いが手狭であるので 到去と乙て.'7:.o方去下二散ってヰ食い〉

(心 (5)の採Jヤドフ IIで 水ノo?1'lP.で主計脂:柱之洗つ之長手 ノAffJcl.

N ハ Zρdでカ jレラヴ4(兵乙t'~'グ字下フム) ，希土類非左会

苛洗い三まし ;ま素之君主主ょでまるべく主b r-:蒸発して監事実の大

師会左主おてすー冷却蕎これ Iこに〉来左ノo ?ït.L 加える~ -i;_， こd

とき沈震が生す五採去二とがあオt，l;t'ア〉モニアま滴下して:jr:_芸談、

ノメ消失すさ5f-:豆ら LtOぷ s ごのときアシモニアは穴 Lて亙剃!て

まらよまい東lこ注意主要する， 二の正義にすれば j>11 Jま玉、ノ靖最下

保走れる貯す vである， こoj.ま液左手劫くC)来ノ00-/)11主通レて

茶件左言問解 L て阜、いた尉馬非!ミ霊 t と力}レ乙ウムピ， 2ミ乙~'マクネ

ユフム〉は通豆し 希土類寺段崩馬主|亡止まるー更十二 (C)東宝

(ノ0 切J で洗う.

($ )(7)康j乍でみ南したアJしカゾ金底部除去禽剖として WIい主フ

ユ〉鼓ァ 51モニウよ土多量 i亡さきt、めでメゼ 01プ型iτ L_j三jgナ賠荘之

γ 主すこと仁よって険去本来る，会旋の探J下は〈刊で会高 LPミス

トロシてナウム苛 tミついて毛行(_¥得るわワである/ベ マワじj雪で

行づ定結果では見』らく完貴重安痘と思われる沈裁か樹崩怠ド広いて

主主じでふす()J)で たゆま注美、())下です苦うえう、 貧民一層のこと韮

け夫方メメ無難であうつ.

3 道玄 :耕馬主主ノホ下アエシ酸ア〉王ンーア〉モニア五三液，:d霊

土扶用すよ3)，正づで割|て荷主fii-: マアロ霊のみノ亙~H行炉氷. セうウム

とストロンアウムめが高-l.，J;藍失且窓撃であク実作文トロふチヴム

と多量jミ存主するカルシウム等と o今高t 行和生fえー

アエ〉 E衰の.fÇツ l亡酢族主用Lìて類似の方法主試~}主か: でれは

荊天川すべ主結果が津ら才てまかつえ。
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A-ノ3 参量失型陰イオン夫衆樹脂によるア'OSrとタVy&つ介高

司点束手力EJF:えガ「矢島亙決， 四方英治

中口千害事喜

/. 13 的

景drJ量イオン支挟樹脂ドよる陽イ大〉のみ荷の掃I方法と ιて。
ノ)2)_ 3) 

叫 zt激-;}'il豆"法が犠皆されている o す」まわ志会荷主目的と

--'0と麗イ弐〉とよ〈沈厳正生オ'.Qょうま反応、基左あらスぅ、じめ詮
イオ>J(~英樹脂i之吸着仕 L め ご才Lド哉、斜玄来左決心て対象寓イ!

大〉め易主戎裁と ιて紺賠内にとぶrO 俸のイオン jまそのま主;来

車tt:L必 O. ごのようま志法lてよればF対象障イ大〉がてクロ萱(])

居らはお論_L li~L はトレーサー量3痔&て、るよく掛席内ドとぜ

Jt>6S亭かま未る，強放射位拘負之~;;J叉う愚会fこ. 二のようま方

法左用いオL 段.~ままの本霊，訳、英{1)量左此の方法下比較 L てノトさく

す5よとか可荒であジ. まJ主文獄，::;:亙まJe'1降下村クことかでき.

様作 4輩昔をであるかb童商事実作 意来訪蕪s比較勧窓苦「二抗うこ

とができzs.実1-=嘗星 (J)犬沈法Iτ た載して主択粧が高い-4ど穂q
め刻兵があd.

2疑者う必厨莞でよ主修験空襲イオ〉夫挟樹脂jτ トレーサー霊(/)，

タ'sγ ←舟Y 左ヨえしえ弟会 ァ。γのみま尉席ヰ主にど占めうる事がわ/か

ったので Yケャ-pcy去三貨の差煮 濃実 f'H痘まどにつ υて余

計ま加えてみ需の景通茶・持主ネ~db;'三，

z 失悪条

警告イ;t:，え摂紺B告として 1)0'(1//<'χ ー/， Z欠ヌタ ， 50一 /00メ

y ラコの ;f， (})正用い 樹脂主主j玄室茎 67.司令l 長主/00勿t仰で，これ

に要す 5射精霊民貝乾樹脂ノ?でJijつ左。液量三位。.'571t.X./;抗勾じで

あっ夫。子粛失意発として次官賞型. 京盟主型 握手事実主主の主計指i亡ついて

定」生約左 70Sγ_:>'0γのみ再.実験主行い 落果仁ついて志提言すま加え

去とごう i鼠援型詮イオン針路が最f;Lよりと考えらtt/::，:2)で この



rzy、〉

型(/)尉烏仁つ()てご粛J主主道 tOlと，

lまじUコ?Hまで才tぞ.、オ(2.0， :_テ、O. 針。 5.0. .' 6、o， 欠 0 ・

.8.0 ノ0.0れ調訪し克ノ〆修理主ア〉モニウム意表で陸イ大ン支挟

尉浩柱左前苅置し これ lて同じ PHの修蔵ア〉モこ ')A;!主液 20

ヵぱ iτ 約ノメ C のやS'r-?Oy i加えて主主した伺来志淀ぱ /';;lL {I) 

フラソラヨンドと少、 言有料豆立で乾国 Lて与ーバ計欺蓑童「二より東

射能左 i則定した。香気料窓来主2をL認フ生らj奪、7高木之すlLて2次補濯

の洗車が認めβ 才てどまくま必迄光来しえ。来iミ (/.5λ/の産主践で森高

左行u 玄商業片岡友I亡ノ仇etJ)アラクシヨ〉について放射能左
刻F更し点 。只て$rとPOy'oβ 諒乏芭剥す£えJ2>1-;:: . 266骨τ/C '711之
のアルミニウム第左ヰヰ井皿ドのをて ?17.yの1-9善良のみ到矢 7十ること

品作つ定，ゑフラク予ヨンめさbホ射能とアノレさニクム箔まのをえ

場&の放射能とから主主荷曲線正作つ JT<>'sγ_l?{)γ ，の来三色ぷりょに〆叉左

余計;L;;とi景初(})来志訴みと麗事実oゑ高部グト必うち t、ら女対龍tl)
患いフラクうi ヨン「こついて 7)してごクム培ドよる β 誌の掠;収O3越

え及ひキ語気期の邦夫之符 U ，90.5i"と.?oy.::;り合高の;広j主主検討Lた

言有料法靖之揮イヒアンモニタム落葉 f二Lた罵る仁ついて4捗費量ア

シモニウム葱ヨをの景ふと同，採の失恵会主持い 患にア〉モニウムの

震度 71-1 が会高仁_Â I~ す影響左換言すレた，

3 詰果

/ ，品格事長ア〉王ニウム意表の屠会には pH :2'.0 ~欠。で Pてうr

，90ポ定み秘中 (J)?て5'¥-は失&tてこ家窓し yOyのみ樹脂iこち長毒され夫

pfl 8~ο 作ノ O‘ 0 では 5"OYl法完全ドヲ良着されるが， 一訴の戸:Sr4. 

失に長着されか高は手完全であっえ，

崖iヒア〉モユケム是正液必持基各仁はで初ノ事長良が'pH Z、oの最会F

0・ソメ t?3 "も ， 0・5外 ，/:/0， 5;t>， /時'.6、 0 1/) 屠~t二 ι:5'f，

ノグ.C{);玄東仁ついて焼討之加ええ高来ー j>H 2".， 0 必累舎はンメ，
$Jもでは矢子高力C手尭金であった . 0. :5 ん σ、;:/;.では手第七五え全て:~

フJ色。 ;oH 6.ρの憲らノ μでは戸でSr o訴と主主)二豆H業主主ち i二.90'( 
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が法藤木で来志し .f.ト高|亡は3こ通当主系イ牛であフ生 o‘ヨダクでは

j邑んどた全にアさ;'tとpoγがづか高され走会

凡夫、国、 P凱~T1.泌 A吐血正t.仁'kηl.，Z / /5 Z -3 ( / ?5フ3

2)  J、L. W~?d丸刈 -l<cu守主主 dト似d~) 盆:L 570-c/( /アぬ

3) 尺，J-/. ~的恥号、 A 地..æcÆ 、市ルι，ノ77 . ，??3-ノ~(ウ

A-/4.諺験型医長イオン1交換樹脂仁よる核分裂生放すか♂み族

百点表J子力苅究所 矢葛聖侠，司方英治

山口干棲J手

f 自!的

冷却期間約ノ等主墨メミ長会裂:止鼠泊中の主去長桓はノ3そs，pb
-poy p-ckJ 匂奴， ノ06RμJ Fさをトハ必，尋であ石 a 二めよう
さま主主義霊の会主矢，み高)式廃棄物烈震反乙ど放射主主同比元素としての利

用の菌から 4童更であク多くの報告がある， ιz少しこれら Û)~ え

はマアロ量く?えって調々の感震の放射能霊長、i式 /00んノρObキコ'

フ-r二兵ぶ〉土ヌ寸室長とレてい石のでJ止すをL-.l .iえが閣の失精ド藍し
たdのと辻君えうれよミ O.

実意 ~c.沙フヤーの日約はトレーサ一重かb マクロ萱にわたる議長ト

裂主主主夫劫がふ患できるE去五末めようことであっえ。次I三宝放射科

試料ま扱う場at之女封書京高架の失で遺商操作之J止要と tることは

云うまで 4まl¥.失って処盟主涯はできるだす字続で、黒翌五まま

萱兵ひ失用す 5該莱の童:L少量であること ，放射A生物兵の存去件、

童が処理盈意中本雪下確言E可能であることえぴ扶用ゑ患の君主長が

ノト範囲にと与、まること去と'が必要て'あょう， ごめようま失之満レ更と

せ忍方法正法:めるごとがオニの司めであづえ，

決って芸美意らは 雪山叡告す l>ょう)亡
!TOsY'と

90
yが弥蔵型蛮

イオシ交英樹脂によりチト再出未定ので工瓦3目的之主主戸えするメ三a



仁3/)

f二 さ6):;:，同型めE会イ片〉支喜美樹脂』主I之よツ抜み裂生長物のみ族

主診えみた.

2 失要民

酪イ;t>支』喪主詰浩 j立 Ddレ出えχ/-x ';.方:5 . 50 ~/C; Dメッ予ユ

長さ /σ o?ゲ宏司必必の左用II 謝矯(})荊犬更はぎ係各霊長選三実fζょ

っl惨事費型|てし 来三室。ゴ祝疋/抗勾の尉岩井之夜南し k。守構夫換

とιて希土類に産す5掠麗ノヂら/手ラm 反z::rノ6をuさそヰ〈で才tpH

2. ~A2;，l、〈ぎの o、 5% 彊持ニア〉モニヴ 4奉衰のみ々 l二加え」二品の

尉時!て戒し定借寒 いっすがの揚~l亡必尭会!て執着色択 さらにて

才t6は o、2/γ:_HCιで克三事作君主志すること品'わかった，
2叉T二一7CS. ，l4'-~ら， テSET-NbZえひ片品J<u の込qも Jμじ さえ換

えj主0:'ララ品塩化アンモニウム去来 20矧:1..義過JK20ずUL q・2

λ/ - J-:-/ CR. 2:0 /71説、 。‘5.11(ーパ仁史 ZO?花見s，.D"/入/-I-!d 20切I立
左!!寅次ょ足砂崩脂廷に来L 波式決l土Z訊Jlずつ/t，"ヅエチレン (J)

言史料v，"んj亡とク 'r諌ラ〉チ Lーショ〉スペアトロメータードよ
りスペクト jレ主剰えレメ三 e 流本束中 o;t亥意豆ζD文章は.えら才(j三怠

接差のスペクトルによク 本最蓮t/)犬篭jtJ果 tcよキピーアめ害』之

左4って行つえ，さらI二夫量櫨より t 主主程(/)悲喜t曲蒜左っく少.

J亥撞ぬ矛先まま大、究之於討しJ主s 戸5z:γどY:S/IITの夫量比両煮の才一議

エネ Jしご下一:佳がやメ亘ってい Zk t/) アルミニウ 4吸収蔵lτ よるji

一線エネ Jしニドーの到定l亡ょっメ三.

ごめ結果，ノグ~R はは量)c:多少体あ 5 が会フラクラヨ lt 議1えし

ーじかも:.3./r( - ;--J C.足下Lって主す民主主し Zえい塙あちがあったおで. モー

ノレ民主歪左加ええ訣耕東主pf-/ 2、 5~言胃静 L 、通事長イ1::/)(宗による永

事実{ヒブFニ哉との共究「亡よソ .l(.o，oRμ のお180戸主面除去した試料i之つ

いて同義 l亡み挟ま言文ふた a さら j亡 3 }1/ ~H cf_:5 71必ま;試料法東 i之

知え.徐々!こ本タト諌ラ〉フ。で乾東Lた試料について:tみ素之京み

約 3~ヰま各走と，考えられ 3j亥み梨生会え劫 k つ υ て記づか義之言〈争え。
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3 結果

/) ノ凶尺μ 左除去 Lさえい場&

0試料窓来 pH2

流お害p亦 ノーをs a，JE44 企 ZヂグJ'.'.; .，'タA守!b /0:‘6-夫氏

ι患 ~tlと ::7'/ モ》窓宏、 yoo戸 δ 0 ・ 。 、1fO.円ヂ5

CJ. Z /iI - r.1 'd 。 〆00 。 。 ‘占へる

。‘ 51¥1-ト/Cえー 。 O' /06，章、 、。 zι3  

ノ:ん/_:_'Hιε“ '0. 汐ーー 。 /00 

足首訟;:注:表，‘
一0: 。 。~ 。 う再三，'，，-，，5:5

0誤料是正来/WOf ~:;;:~ 

決盆苛み ーノ'.77 nι炉
タ25EY 回パft /~~I..I. Cs ζ忽

最 iヒアンモシ去来 ノこ'00宇品 '0 。 。 ヂO へ./1-5

。、乞/1(.~ Ha.色三 。 ノ00 。 。 /:5 "-. /ゐ

。‘:5Al~ H仁又 ρ。 、。 .7.00 。 Q、，、フ

ノ ‘入f'~ 叶c五と 。 。 。 ノ00 5、ク合以下

掛月首柱東 。 。 O. 。 Z.:5へ 35

Z3 2J04R伏の 80やー・乞聡主レiた昆ら

よめ景品 央葎するタをr汲d.'タモゲb段全部ノ0.6尺μ と共('::，J長去色

れた，

。言夫、粋来pHZ.5・

jtえまfh :そs イ〆包 京協
事有料法来舎~jト λ00  。 /0  

ο、Z/'(ムトIc.足 。 ノ00 。

調賭』主残 。 。J 〆。

j子: a/i/ム /lcA;'で'"持更しえ謄&

教;斜索、弁J-/6， F 2;' Uて /0，矢はの5"'-〆0 戸 i/.景初め脅ゐ!こ説

者し 素苛づ参政主封涛|工吸着じていた Lたがって立誕の何れの

湯治hよジ払霞事}之み3失が可能事($.:;:?た。

り i会会梨主東3自につ(.)て 3ノν-Hd.で処理し主購みも食事五
結果左得た。



A -/5 溶媒抽出法によるわしJし(1 ¥1)の分離について

核分裂生成物中のテ'JL-) L-分離の試み

名エ試 田中喜左お

どお)

ノ 目的 jTe (1マ)め芳純溶媒抽出!τ 寓じては 2，.，3必報管があり.

エチ Jレエーす}レ'ー温酸系. 玉、エチ Jレ主ですオカ jレバミ〉酉菜、ノーダ

ーベ〉ぜ〉系， Efィケジン一回虚イヒ茨素系の抽出等芯設に検討

されてける. し々し桂てむ芳雄溶謀 i二対する了e(]りの苛重要は-

詳J学習に般討されたもの点乏しく、核分裂生成物足)'=5の分離法とし

て抽出分離を行っ1:;顎告はみtうれ怠 0.

ホ載否 i司。核分裂生成嶋から翌速がり高張率!こア}し jレ互拾出分

駐すること左目的ピし.主ど LてJlロザニ化力く素酸湾決JY~ Te 
(IV) め抽出主主司み予三.7g援はx.ナ Jレイヅヲチ Jレケト〉主用 1)f.三

ノタ.数種の般の溶媒についても一定衆件下苓分配牢亙測定し、結

果主比較した@一方核分裂生成物中!ご舎差点弓砲のAま憧にヲ uて

も.ぎれぎれ各分属中の代表的技種を玄武.アlし}しの抽金{茶件 iこ

t-:ける分配争まポめた.

2 、操作 3テ)レ)レ単体芝市販最At1tヲ}しjレ醸カ 1)ウムJJ5決裁法仁

よって精製じ、分充分析によって経j更を雄認L"t:単体7')しJしを.

t葉樹酸に溶解後蒸発暫回し ..Lf門の酸に溶解して非放射栓プ}レJレ

( 1ν)宝乱ぞ/仇¢溶演を得}..一方ょ言Eと同じく精製後調襲 Lた放射

柱テ jし)レ(ア jレjレ単体濃度ノ2.7J'..7/... "'L.)溶液を試料とし.月右か喜

本 4と分萄[~Æ :u<めて記 ρ結来在比較しE:.，抽出足ノ仇るの試J降、法

滞在介決伊斗!ことり .4沈乏の験3容飛を加えて全量を主悦ιhこし
等霊の溶媒を加えて 2oO (ンめノ度温室内在ノ時舟ふりまぜ、 5時期

静置した u ヲF放射牲'YJレ}しの場合j弐舟おからぎま1どれ2me (/J溶
液を抹攻して窯楚乾国し、チパの塩玖2 抗~lご法簡を責主・エナ jしぎ

ナオ方)L..バ、守シ自費ちノーダ、ーペ)-e'ン抽出により目頁光産左演定する

(S立je豊比管計 .Jf:30 官凡ノフイ}しター使用，)。放射栓プ}レjレの環
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合はJ可相の怠ノ対/乙左ガ、 7ぇ製試料皿l亡とリ、ホタト線7ニブ下δ

乾燥後合門計数皆~測定した〈斜イ5汗 tr i'1刀ワンア-.)可イカ定め

厚さ 3叫ヲ/c河♂，試が十と今 j'1宮東との距離 /O]n，7[..)。ナ)l..-Iし以タ?の放

射ノ性核種は大部分栽分裂桂成物溶液からA離して使用した。分配

率む測定民放射ノ性テ)し)しの場合と全く同様!こ有つ7三ω

ョ 結果 Jメチ)レイソゴチ}レケト〉;イツヲロピルエ -s= )し，アキ
jレア jしコー jレピ}¥D ゲンイヒ求棄酸溶煎)苛めアル Jし(1ν〕の分配傘

は分ノ煮に示されてい<i.

一一一一一一一一一一一一
ガノ表 Te (Jνjの分配牟 (20()土/0C) 

)g 若草 敵濃度 T己(IV扮罰事
法射Jじ摩分ぶT

メチjレイ、ノサ、ナ Jレケト~ ・ .6門Hd
a) 

る、守人 /0
d) 

'/ 4l'1Hsγb) ノ、9)(/0
2 

リ .L/-l可HN"03c) ふ、3メ 10-3

イγづ.ロピnエ-y)レ
】2

，{，門HcZ ぷ、 2 >(ノ0

ア4ミ)しア )L コ-)レ 6門汁cι λ0 メ /01

u]9_光測定

/、 2>(10
2 

/、 7>1.ノ02

a) ;酸濃度 2，，-.L/-H否分配奪回磁濃度白増加と共 l二'声激)=ょ弄す

5ぷ .2f-v-ム門主ーは傾斜も鞍く単調l二増加する.

b);ノ ----3パぞみ胃E卒は」二昇レ 3門以よさは略一定となあ、

乙); 2'"'-5.Mぬ身壁面守介配若手、尽かわちな C)-

d)~ 分配争 !>D~人よ Eさは測史誤差の 1三め信頼友)ミ佳くなる

一一

八ログ乙イオン濃度差チ}'1止し木烹イオ〉濃j更をかえた場企 Te

( Jりの分配牢は水素イオシ濃J更の減少と犬 l二位下す占点、対応す

.Qハロデニイヒ水素酸の濃度!こ Jずける合配牟と比較して可成リ異コ

ぞいる.

J素分裂生成物中半減期の貴 l)款栓d;'d;ぷ各介馬中の代表的核種

につ l)て、メチ jレイソゴナ jレケトム

E分配卒を分 2表 lご示 y、

)¥ログシ化水素眠ぞt:め
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一一一一 一一 一一一
ヨオ 231更 枝分裂物費中のヰ文通のメコナJレイヅラオ jレぢト〉一八口

デシイι水素酸の-1}Iifi[キ(200:!:: /() c ) 

核Z童の 濃度 h 分配率
種類 ー ヂパパ B...... 6HHcfl.. 

/37 Cs (無担体)

90 
Sγ 

70γ(  
75" _ 
Z二r

ノρ4尺しt

97 /'10 

}2  (8メノf/パ)

仏、(l/-x.;;;3/1 ) 

ヨ‘斗文、 /0
-4ム

半、b 入 ./0
一呼

ι、6，え }o-'1-

4色，x )0 -< 

5、ρxノ。

三〉ノ0ε

牛、千〉ι/0
-2 

~.9x ノD
ーヰ

ノ、 0 入/。
-3 

J、斗メ /0 守

マ2
2、gx/0 

2‘7><ノo j 

/、 7又 /0

Y2X/02 

/、2 X/O 
-1 

l火ょの結果か3T亡(1レ)vう枝分裂物質かうの単一パ、 γ ナ抽出(5

i主尺レ(._ zれ にの活梁を惹ノ意し怠ければ起う怠いごとガLわかる e

溶液粗へ Te.左小りもどす礁の了c(l v)と 1'10 (V /)， 12 l:の分

離，およZJ.'Te ( Jレj 八ロザン錆湿り牲費 1二つ l)ζ方薬する.

A -.J (:; ')ぺロン-7口口Jt¥)Lh煮仁よ弓枝分裂

生成物の枯出分離

金沢大挙 0木事担烹，金谷光恵

亘笠 }!:I二蕃右うは TTペ (O-~~ 志伝_LU 6'ro aιdωJ 

ーペ〉ぜふ溶液玄用い水溶液中かうむ按分裂生成物の分貫生麦溶

媒抽出法 1:::ょっと行{，.l.酸柱溶液jj'SZγ 左、 P 対 5 ー ~Iこて希

土類;r;ょrJ.γ左抽出分離し‘?!<.溶液柏戸 Sγ -~O > C.S-ノ37去蔑

すZ法を搭表した ρ しゲし TT Aほ売価否あるiJ'8同時仁翠東靖

出されあ骨のイオ〉、たとえば Fe什十えどポ多量ヨ害事す奇主宰舎!こ
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TTAのJ号室主要 l. 一般の仕等には不向きc:5ある‘どの代り i二グ

ペロユ 2El用().クロロ木、lLム抽出を守主ごとによコぐ.山 a.，f}-ιC["

fム1.-()A-e17ι戸A 山 tu..CT. Iてつl)ぞ同棋の目的五畳戒し、足?っ共存すむ

Fe什十， T吃4¥ L〈OJ十 などをも溶液中よ 1)抽出除去てする宕法

をもあわせ丈符~)・ 3γータo
" 
c.sーノ87 を水港東和r=残す笠3左

足念法をボめょうとした崎クペロシ(似挽凶ふん仇九p乙 A伊uι-

4dL勺μ明ムι〕はをのアンモごうム窓として市東され:強酸牲に、
あ、 p どZ-rと. 徴酸A生仁弘、 Dミ了 3'"'-ダイE置の金属イオ ::，_"L_'， PH3"-" 

2) 

チ lこ Jずいて希土類およ~'(と+しート圭作り.多量 tlJ 場合 1d: ;X澱

芝生ずる、ごオlSのキ L ート化合物t)、よu:湿潤のクベロニは窓易
1=クロロホルム!ご抽出される。ヱの特柱主核分裂生成場のJ相互み

龍 l二適用しようとする.

2 主主主; (4..)クペロふは市販/，級笛の合北米溶液を琶の都度作

ヱ主 (bJ FiS.s i07t， pro.d仏乙乙s Iま B7i..むch. !V"O~ 56~. 冷却期

周;約3拝 ().02Jγ樺酸溶殺としぞの ρ‘2伽メ f=知/万乙pヵLを

売す号ように前東.その憎 3γ :-"-90 (yーテ0)， Zγ-95 (ルI"b
-
何).

尺ぱ
-
/O，!. (尺九一 /0心， c包ーノLj.仏 P孔ー /4Z t.ミピ‘の尺1. -;;，'ょ

之主、ー 以oJ十 Fc.什千円アえ 4十などの塩類在抽出実験に舟 LJて，抽出
b 場合 tlJぞれ5r/J行動を調べた.• 

(c)抽出尽塩酸の t，...__JJ((/)各

濃度. ~、よÕ: f'?H域(/九ア)Iごつけて有った ω B此#-4_，cJ&>e，μ五bりし

Id 0‘t:;M酢理主ー酢酸ア〉モニウム左肩 t)、方、アえ智雄 PH メータ
ーさ測史 Lた ω 仕え)/δカウ〉ト lヨ神Pエ業ル句、ノi$J合門菅(雲

母究室 2‘2 勾'/存分♂，計数支1J$ノバアゲ。)， r カウ〉トは

/γμ乙 /eιァ ネ土 /10 de I 口..1./-7. ~〆〉三少しー〉ョシカ 7 ~アンダセこ

ヅト)=ょった (e)会決口ート lヨ30仇¢、首の畑い.短い太い脚

芝寛するもの乏南L1.ふり差ぜほ電動式よ下哲夫郵i三よりノ沿向、

220国. 付〕突繋提作:分演ロート 1=知ノ万乙 P/iL1=相当す占 FP

または尺I左掠取し 全容~祝ι と怠るよう):::カT}主の再交友志向は

PH1置を売する水溶液¥:::調銀、ヱオ'1.1τクぺロン木溶液 2万'!L，を加

えて、較くす苓振り、つぎ 1-::クロロ木ルム 2 7rr.fZ ~加えて !:>dト

¥ ， 
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向小リヨぜる。水;fgと角根羽z.-?}刻焚. ~Jø 分決ロートで各守主

党 iJ‘淀液も会して賛冬ヰ百左逮}色分離審(3000子/フ九)]::て定全 I二

分離後磁製現11定皿位取り、蒸発乾国後力ウ〉トし .Jまたど主l.5

め放射柱馴削減主主 H偽句法1::-よあ測定j を求めた。

3 ，盆き三ユ ァO~S f iSSloλ prod..u..c ts 1ココ oどの抽出足 f'Hl
村証より対尋り‘ PH4、 71ご<hいく了全放射能の~ぷ8・ 5 唖"，};f. 若様

相 lご抽匂さオt...Q、 7ぺロシークロ白木 Jしム加的義受章を厨日赤分綾

燈必下ぞ極必<:"主主主c，・あ 1).赤熱すると酸化物を嬉~.~振りも記
しの J!t要ある時l司色意の濃度の塩酸:%1..tうは砧醗さ宥きとクペロユ

はi家出せず.金属イオこのみぶ水溶液i二入る.各々の核種が挫I出

の場合}こどのよう lご行動ずるゲ左足-0ため、上と同じ抽出藍単調:

の尺]z_粛 t)て有::>~ニ . PH L/-、アさ希土類}:.'(ほ空全に弛lli分離

される，ごオ1左京リ用しと Sトータo 十 Y-90 え?とう Y ーアot/J易産:

用単 lごづら離守主~ペミ左テ8% 以ょの放射イヒ写粍2更を得る才t ..:る.

3芸存する Fc+寸TfL4弘、l玄関駿雄(PH 0・5:____1)吾クぺ口ふと結合し

才台出されるが JJtJ02叶 l司キ Lート互作Sな l}. よって合病ロー

ト)亡霊銘アマ)しスアム (3誌 Z?!..) 去へれ ， I N塩酸中<;空安奇主

のもと己~q民，f;)と μ02+十一_". u+ヂ ヒなあ.アマ lレ刀、ム分..:)Ij賞、タ

ペロシ左加えてクロロ木)しム乞振ると、 μ4t Iヨ抽出除去さ元江主主・
ょっと PH1付主主弓 FJ十十， T-，t千十およ0..'μ斗十三E除ι去し， E容

鴻色 P付乏 4 "，- 5 どして再試抽出を宥三〉と・ Sγ- 7'ρ~ cs -/37 Z 
水溶液相!こ残すごとぷさきる. h人ょの突雫は})¥容積の溶飛 iこつけ

て有フたのさあるが ごの拍出法を大容積め試料についと議南 j:

之~:þ.易舎につけての，結果左検するた必‘ 3.5 0 乱乙容のみ決ロート忠

岡い・ /00矧ぷの水溶飛l二2fY'OS.s.千 is.s i 0 /?.. P ro d I;A c七 〈総ノ

万 Cp7九)左/i¥くももの 1=. 5 %クペロシ水溶液 51JiA. 主加え‘ア

口口木 )Lム 5杭s-.ずつ1=て 2 ~3 日抽出をくリ主主すと‘亮A築相 Eこ

抽也さ志1_-Qものの合童lミノJ¥容積の場合と長;く一致J-Q-

文献

ノ) D， D件fi..O-<2必~ V 19tUt.Lμ/Vfj> 71生，空白色・三三笠ι
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2， /ノ86 (ノテ53). 

2) A. 1. Foj..i!J..t.J-， W: vf. 以~-?U).包ω叫， 也as-.♀会会~> 2"土J

883 (ノ 'J S~り

A-)7 組法i二よる樹牲ラ〉タン/Lf-OLa...の腕体

分離法仁ついて

予員救大'巾理 ~81 養生

日本尿手力祈克方T 海定尿覧

法射ノ性パ‘リりムノ+0 5仏社ごうをの文京本及活の放射ノ註ヲふタ二ノノチoLa. 

左員長主体!こ舟離すと3方法どしては‘ 共決法.・イオ二:-~換樹脂法、ラ

ジオコロイド法、ぺ-)¥ーヴロてトグラフ法怠ど、ふす否 lご報与さされ

て<tlJ‘ぞオ1うのいずれにつ t)ても-)If:満足すべき結果水害fうれぞ

1 )る.ノー乙aの介寄生 iτーあたコては. ぞの半減期ぶ L/-O 日守岡守比較的

短寺命守あるの守、ゴテ離操作成なるべく南半吾、短時間ですむ隷立

方法ぷ望ましく.。コ新特種のノヂo )3ιかふ宅}レキユヴ)=より繰返

してノチρ L_c;しを抽出さきるよう白方昆jj..舟都合ぞある¥ごのよ i当日

足下世から、聾者う i司ノ'-1-0 13 えを合志硫酸パ、リクム t2J~ぞ澱を D/李氏よ

守温暖否洗浄して. ノチρL氏だけを湾出させる砂施法主於討した.

、ごの漣6溶出法iごより 14-0L CA.芝 14013 (，しか.3dJ-l寄生し在伊jはい弓立

さ¥=報告さオ1てL) t主t). 

放射J性ノ℃リザム必木溶液(/判 8ctあ、よ己主ぞれをこ道渡平衡1=ある.

ノ戸ムct を合志)1=誼体どして塩イヒ J¥.'りウム.(B~十十 /00 "l1l g. )を加

え之、均一溶液よりの沈獄迭を壷罰してノ+0Ba. を合本棋酸)('リタ

ムの?究澱左コえ?た .}J1Z澱左京洋ロ京佐々'o..5" B又は肋 5c 1[) ロ紘

芝用いてロ潤 L.ロート!こ入れたまヨミさ ζ 回舟放置して 1"1-0 L ct z. 
沈澱ヤ|て生成させた.っき、 i二口紘ょのりせ渡戸金溶 S-o~ め温見事塩

酸 (0、OD5!V'-:-6、oハ(J左YbT. 港出党i二コしコて J.L/-p B仇と/チO)_α



じヨ，}

の定量在宅7 なった.す怠わさ溶.出液 r= うす二鉄イオ~~こA りクムイオ

ユ乏担体と L て加え.~ずア〉モ二ア木之~， .ik酸化対二銭と究濃さ t

:ごめ静舟1=三コ[.)て /"fO ム久の放射能左測定し Ë~ つぎ仁木酸化芳二

鉄左ロ尉した口決を塩醍弓署酸牲1::::し、高気酸芝jm之て成酸}cリ9'4

を次液させ} ごdD3究瀬|ごついてノ4
0
.B.仇の放射買を芝測定 L:t: .ご tlJ

ょう 1-::して溶出液左いろいろ l之交えて、ノチ。乙《の湾出の衰遺条庁

芝末、めよ bとした。

1!..ょの結果、つぎのごとぶわゲフた.

1)) 溶出される/併oL 0..の量日塩酸の濃度ぷメタヘ2、タ }f0時 F景

太信をとる.

(会〉 普謹dD1吃活環法1ごよって作ったi硫酸)(、リクム芝府 lJ .Qよりは I寺

-i虫病えがう吹激させる方法弓作った杭酸パ‘リクム A肩uた之さ (}J
方ボノ'，/:-O Bιl d.) t毘ヘぶlJ;'1.主 t). 

ω 口組 lヨ東洋ロ知 jゆ5"5.，乏 2放重ねて用いるの成立君主要的(C'姦る

(4) 溶出弗jとして J 塩酸を単独さ滞 (1るよリも、ぞれと等恋tlJ.ヱナ

Jレアルコール芝方口えたもめ乏用[)るのぷ効果的守あり、 3N'塩酸

とエナ jレア)しコー)レの等容混合溶液水景遣さあるごとふ鳴うふi之

怠った.

A-/8 1-i 5Sia九戸γodμtsの創司法の五日究

仙台市庁平 3東北大卑金属材網祝定方f

後藤芳5'1.，

天皇寺 握

核分費誕生成物i亡 cよる各種金属ヰ才料表面61吉栄瓦びその除去法の都

芝 lコ当っと最も JJt:要とされるのは表茜左汚裂した放射柱萩義主主主主

旦正屯包l二分析するごと守ある.

若右等l司汚染頁乙むをの除去法乏検討する 1==きっと 8墨捜呑哉とじ
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て、殺;かヨ更生l古物中lご台芸れる荘重そめさ文兵寸法核濯の分忠7法|ごついぐ

諸君討したの守ぞの結果を報告す否.

樹、料表面 iこ付着した放射j性物墳は訟、料をF暴投として電解法 |τ ょ日

渡夜中l之移す方法か最も商事喜旦盟主主さあコた.

之 1=よ 1)得♀れた試、料溶液左命hfrする念法として Id:.イオム交換

舟寄生法‘蒸;f{j法 芳磯溶剤抽出法等各種の才主主ふ芳えされるぷ.イ

オユ突換分離法を抹周するこどどし 基礎的及点め検討を特コ 1三句

樹脂として民 ρowex-$0;&O: Dowex-/玄関L} 猷料iてはえ

買の O~k尺 i dse 目立界史カTよ/)入手した FJSS i 0 N" P-ro t:fμ 日

め脱酸溶、液左用()]e 0 

最初1:: {)、 5~も信事酸‘ :5"'1も滑る酸 (pH 2'6). S~ん滴石酸 (PHω

頁ぴ 3 J{-塩酸1:::よる溶髄をrrl) 犬部会が 'tSzゃ寸 FSMbP70sぃ今
京ぴ尺‘E:.其千位ぷ存在するごとをたしかめた.而し半 δ?百石~其

地 1=よる溶離は.港建哉の処浬!こ於て、溶離剤の分解を胎妻とする

場合|亡極めて不J利である、よって次l亡EDTA)二よ-Q溶離主誤みた

最初 EDT  Aによ奇溶離は極め.て不満足立結果芝示した.ごの原因

広 PHφ変動(特|二溶融課作中|亡おける溶離剤白 P付ぬ央郵)Iご占

奇と思はれたの号、 .1/-SCa.. }云よる検討を有コて豆まし開方樹脂柱l亡

11-5 C ti.. 1: l.!疋着せしめ之を EOT A -2!{久(PH 芝，約ノoとしたJ

jごより溶離した、放射活牲度ょ υ求めた溶離曲線は極めて尽だ5tJ' 

なあ左京し、溶出〉突白 PHlヨCct$溶出しはじめると急激lτi昼下し

て先き.3.0......__.2、jjごまさなった.其設株てに PHの値は声く怠コて来

る o ~更に EP 丁 )\-2 J(孔と EDTA-4){'tt 左寺モ Jし亮存在さ仕

ご溶離課!として焚用レたとこる、 PHρ交差曹は雇うれず主主滋離曲線

も声Zミピーヶ芝A.した. 1バエの寺))'5E D T A -2 ノf孔 とE D TA 

-.L/-!VCしの等モ jし混合溶液ぷ溶離剤ピして売劾苔あることを知コた

の~.之芝市 u ぐ本通疋棄の溶離互符ミうこと左枝吉守した匂又 90S γ

ζ ノ37じるのみを吸着し伝潤脂柱か-5.57 Cるのみを溶出させるには

iYHJI. 0 H -(/γ付り2 COa 混合溶液ぷ持苅守あるごとをちし泊、め氏

以上のまEく忍濯の溶離係件の校計左行コた結果{ごっき報告する‘



に一子/)

A-/ア放射性同位元素の霊解分離の属産_5)r'-y，Ag仁つuて‘

要旨

京都大掌理年評分析イヒ主宇都東室 石椋雅事

藤.7'K太一言F

o斉環導者

5γタグー γ号。の放射平衡?毘舎物差;K.室長蔭経二重セ Jしま用いて曹解づ骨

髄ずる2法は金属イオムのアマ Jt，_jj'ム化エネJレギーの施韮左利揮し

('.担体頁δ:無担体の何オ1左問わず‘充分満足の出来る潜家主得る

ごとぷ出来た.てクロ量と守クロ萱ピC2J括主主は雪解時間ミこ害浪値o
担茎として表わすごど J3.出来l三、特|亡守クロ童c曹拝干t二辺、定量(/)
困難tiイオニも、カT定めイオニゐ放射A生同位充素圭買いまtd驚単ドニ

定量し得る、 (一部は日化対ノ o与会!こ報告涛)

次 jこ A~ の定聖位電舟必基礎的柄5をについて戟普する.

定害位害解法!こ亡どっぐ金属イオンz分離する場合.重量舟為法定
用いぞ害者状英を謂べるのjj_普霊守ある.分離金属ィオシふてクロ

量の場合匹、重量測定によって充分その胃的互笠ずる宇治;出来.Q~

キク廿量!亡なると皇量増加ゐ¥ら誰廷は不可脅をどなり僧の主I法乏方選

する l必要点生ずる、ぞの内電j喜ぶ定金ミ:あるか否なにつりて泣き女射

牲同位元素をトしーサーとして用い、放射線測定!こよ D て確認す寺

普岐点最も奇効旦っ使別~ある、三のぶ主主去は担体量左増減させ之‘

マクロ童かふ守クロ量さt~ 白雪芹干挙重野 rl).{_持.1<1.f::乙京j 毘出来るー

:fi:々は銀の定雫位曹芦千分離!こ帰してそラま廷に暫巷され去三警解境港

燕4:i皇L杭賎.硝酸、車酸ア〉モ二ウム一酉直美，アユ t二ア控室法潟

についてた警住電辞を1ft主、ト L-t)ーヒして ，Ai-/10を毘tJ.民
主と L て璽解溶液中仁三残つだ A~ 一 //0 の討委主左1f u ‘きt数債の減少

左時間の畠裁としてク、アフ上 l之アロットしてよ盆電解実溶渋8本て

の得失|ごついて君泉し7三也

電需用ピ一方ーは，ノ501n...e.のポリエチレ 24袈を熊lL墜極とし
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て J/5績格のざC仇メノ2c7.んの白金網電極，陽極としてラセ〉状

白金線、参照電極)ごは飽和力口白メ jレ害程を用 LJ官官和硝酸片リヤム溶

液乏満たL.E塩績を曹軒溶沢中)-=押入してい缶、撹非日てグネナッ

クスターラー乏用[)c_ . 
銀の溶演は特紐硝面支銀左正佳戸秤量して 25，‘ヂカザ A;J/ノ視.o. &.う

ちのきイドり、放射牲用位克煮としては AJーノノo (p) A~ #03'溶液

乏 ζ$00乙p."，γ祝必!と蒋叙したものを.3"'-うLm必ずっ璽骨子窓飛に加へ
た.総ての実験は雪解溶液‘./20m必 室温(ノグ c)否行った，

雪解溶沢i二 A.;l一 1/0 を加えて英介撹押した後 刀、ラλ累計数:mr

lコ3坑乙をえポイ)ーさJj5(リ出すベ曹薄蔚計数測定j 。建煙害也主事《

来した後電趣を押入して電帯主イ守い.一定時期毎 l二 3~ ざっとリ

出して、乾燥賞、計数す奇.時間1=対 Lてすi-数値左ヲロットして、
計数値か今銀り残留量政弘、警君子され1三銀の )¥T-i:':.こトを算出した a

ノ20九乙'雪解溶液守銀 /0μ ヵtj(ヶ、8メ /σ-3JI1)) • /σ・/μ'/1

( つえをまパ/。ーチ1'1)メσノる"mg(，ス2.></0 -sM) 0、/ο/ぷ弁t:J，ピス8x/0 -6 /-1J を

会誌場合について‘同じ陰湿電甘さ害解在行った結果、溶液中 1=残

留す吾輩良の施対量は部~同じオーダ、ーにな昌三とぷ確かめ β 才112.

墜極曹イ立は誌のお?出曹位己主リ遅・):j'I二位くとごうれている庁合、重度銅の

の離はBZJ子&輝度ぞ行うごとぷ畠来色。 .!fA車(})異質干溶}突の中否、時
間的1ご欠点ぶあると足われるが:‘ YYEごア法主演の電j曽品定択があ

って ~5t害否ある、硝富豪、硫酸も雪解される銀霊}司略て定量的ぞある

ぷ.陰極賓イ主芝最初 Ó"5 f，号えして璽流左涼しすぎ、~と粗い電着状態

!τ 怠ることぷ分った.酷関空ア〉毛こ}クムー西音頭受はこの集イ牛て‘、)ま寵鮮

が‘不定全で僚の粒与が落戒中に非墜する事がある。
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A-20 Jt¥¥y 卜アトム効果仁よる摘すJ性向イ主体の癒着

(てのう ヒ脆昂およぴ霊ヒ酸塩の中牲子思射仁より生ずる

As-76の酸化状態仁ついて

秀夫丈理科研 一
庭
訪
明

信

路

一

環

胃

川

斉

寄

古

。
ノテチο年 W.F. Libbγlごよる一主主の費鞍点ずまわれて以茨.ヒ

酸塩古ょ~盟ヒ酸白木ットアトムイヒ写|ごついては υ 〈っか必郡選;tJ..

1主主'ホと 1)るぷ、ぎの結果については)j必ずしもよ 1}一致ぷ ~S乳て替

え?った.夕、自の報告で‘は従来行われなかった比放射驚測定，2))結果t
加え7Kットアトム効来圭濯認す奇季五目白きとした.

三備のヒ素と五{酉oヒ煮の分離にはマグネシヤ混鴻f=よる決激法
.ヒ塩素室長ー陰イオ〉の霊童イオ〉会撰樹脂への D~着左京l 用 L~方法左併

用し f三‘後'岩石D採用 jごてよ υ無担体でも介雛が可能となリ、比放射能測

定も否宣るように在った.放射能測定は前肴の舟離法lご従つ2三時目、

演澱左詩、料且 i亡とリ普通0 Gr一門計致轡c_;測定した。後右 i亡ょった

野は戸線用被浸型~t数替を使間した、情豊ヒ乗の定量):::はてリヲヲ

〉費五;%Jj問しを比芭法'):=突った.守ノ控号黒射思科病サ寸クロトロニノ

否加速さオ¥E車蕗予iτよる}3e- D反淀芯庄じ‘ EキA主宰左使毘して

行われ、照射時J苛 2、 5へぷ時前中j性号減来 /06~ /07 _/;ω♂秒忍

あった.試薬}立言、き否隈リ粍}障な七のを購入して処理主加えずF二食

用したむ実写実はヒ酸塩.豆ヒ酸塩の溶演およδ:国体iこついて予言われ
た a 港汚をさはかなり広()葺団のPHρ領域t=わたって央署員を符コ長

ぷ、之、の場合!ごJすいてもア4As' のj筒 85D4;d.三偏 iミ.ノゴ%ぷ五

旬 iと担当す奇帯介 iこ是也され、もとり束手合E状態}こτ民主怠D‘港汚誌

のP行、濃度)-;::も突較し E笠宮守l芸依存し怠υよJうjごみられた.を

だに酸二二ナトリウムの木溶渋 (PHg、9) 左柔滞する之放射牲ヒ棄



(1/-1り

が五価!こ頼る王争点認めSれた争.aEごの溶液に微量8三イ函ωヒ素左

加えておか志[)と三個の状態にある 76.Asぶ各少減少 JQ傾向がみt

~ïh る.国体と L ては主としてヒ酸二二ナトリウムセ水化物石よo:\~

じ再建む結晶)乞ついて実験を行コた ν 豆ヒ酸之、 l志称硫酸lご溶解した;場

合は荷どノ00%の '74.A sぷ三個 lこ符き、 2，5"..v水酸化アトリクム|ご

溶解した場令!高知 97 "hぷ三イ国の状態i三是也さ才L7e.o ごめ主主立本質

的背ものでなく‘ フ'6.l1s は三イ面下あ奇ものとして芳え ζよ tL 一完了

ヒ酸ニアトリウム、 1=おりとは結晶左太!こ溶解した時lこ再現牲のある

結束左与えむゲった。ごのよJう主主絹来l弐亜ヒ酸塩乏溶l{2:溶液めヤ

F結晶を溶プ寺戸よコて議けう丸、ぞの擦には再動性のある結果点

碍Sれる.ぜれによるとケ'60Aふめ約 65叫が五個白状態1こあリ溶戎
の場合よりも五個の割合点主婦してL)吾、 ごめ結晶!之亡コ()てはなおり

くらか殺相互要するものと思われる‘

A-21木ットアトム初来ヒよる放射JI世間?主体の濃瀦

(での二)陸イオン交換樹措土利用するんーァるめ濃縮

吉丈大理科研 斉暖管よ考 古 )1J蕗 E月 O富田羽

ヒ酸イオシ左吸若させた瑳イオシ交換樹脂を熟十ノ性寺照射し.コ

れのfヒ写匁買によコて'7"-A.s cl)濃縮i二法羽した，
すなわち 議イオ〉先提蔚摘として、主として DDWCぇ{)(-'-$ ( 

ペo(? ""'-2ρo >くッ bュ)乏用い， PH:2.、2 ノザ、ム 8、ァ.の l三E良ますよ弘、Iニ

E提唱溶液メ子会ヒ西支イ方〉を吸着させ、木涜唆兵尊重する、之の潤描約

3) 乏ポリエヲトしこ， ~Eみ、さ:; t.=Jfフヌペンブロック Iご古さめて

科研Tサイグロトロよ-'t よって 2 "，，--3時向中ノ性子照射プ奇(中ノ性与決

末広/0円九/ω'¥.:z..-<22.C程英J砂照射後、 2...5/J. の蔚脂互 30Cc.の蒸笛

大)士約/時間浸す。決lご、これ五注郡iご約。‘5":=;.0d-裂の問題尉

楢互入れ芦カアム!こ注ざ2ふみ、 品、よ岩径/0n._長さノvcかL，dJ!雪月旨荘と



-(お)

連3aS1ミを突めてアラク〉ヨシ/( F - 1 )之まる、

乙C の蒸笥永5泣い (F-2) 、さ会仁 2DCcの8 九人 f1cム 20払

の.J;v-Hc乙苔溶離し F-3) F-Lfを寄る.最後仁左貫播柱重点涜 J

1えに20ずる。

(F - 5) 

名フラク3ンョ_:_.)::，つ uと.全放射脅をの測定:(端窓守門β クシラF-a

渋浸主I方宇〉タ-)、三イ面l{.烹七五個，ヒ葉、必比牢測定〈てグFネ〉ヤ

涯病 1=J:. -Q.波紋法廷分離.放射能測定〉ー主1=毛主ァラク予ヨ会の金ょ

と案の定量(決議夫法 A、モリゴデン芳 jこよる比号法Jをま子コなった。

以ょm測定値が.8.各フラク》ヨニ φ 氾 Aso比主主射能(単位 cp'_
勾オs)芯よと五、 &ω。ん;!z..on;t 九よ此左計算す号ミどが出衆議ゆ

での結末6若f~元気/、 21:::表!こ。なお‘ この計費必梗まのために

楳串試料として萱ヒ酸粉木互l?f一条什ミ?廷射L、ごの仕事支，知書モ芝測

Jをする、.

する

。嘗?

3/、t

長一/ 忍フヲク主ョムの注文期能百舟tヒ

戸二ZEEf二?っー 212i -~ 
i::Jlr;jSUI1771sol?;::ioJ! 
F.:_ lf-~' 1 $，3 ，1 スg' [ 2、s I 

層 I3人~ I 28、今'-， t 2:夕、o I 

潰縮の一例

H旨
F
謝

成射時向; 2時南 2 ，ofJ

蓋陽手電庚 2タメA.-A:r.

長← 2

U及箸J長件 FH22
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前貢):::示すよう l之 7~Asは‘尽刻;樹脂玄単!こ蒸富木ぞ処理ヲヨ

だけ吾、濃縮し士形(:¥得δれることボ知れるぷ‘さらに F - / Iご・含

まれる ?6.As'の原予1面状態をみると ほど二んど全てが三佃の塁走状

態)こ存在す這ことが弊jった.

比き矧す能。会芳え ζ. 五{踏のに酸イオ〉の格志樹脂)ニ唄着された

ヒ煮民、{九""'o')反応!こポけるホットアトム売す果!こょっミケ‘ 三千面的

還元状費量)亡なる傾向立もっと牲足立れ吾.なあ、、 B艮著されたヒ現実イ

オ〉の大諦づかは Sf¥(-H a Iτ よって(す怠わ :!5F-3)溶再生され札
Eイ碕Iのヒ素〈アヒ酸イォニ)?手蒸白米さ溶出主れるごと lこ関して

は‘ T 鰭央署員!二よコて豆ヒ酸イオ~..jJ~中ノ性法荷受からは.建イオ>"3<:­

摸親指):::~瓦者されにく 1) ごとが観察されてあ、り‘ごれと関係がある

x方え δれる.三上た表ー/庁δ明会か屯ように、アJレ力リノ性預1Iか会

唄着させ 1三場合)こは、蒸宙永ミ?とれとくと5 評会は少くな告。(~凶L­

d.Anon;t， F，α必乞は.間程主主j

樹脂層下二完売る帯分!こフ l)ぞ司、ぶ疋童o渓玉離春jを南 IIご溶障を試み
たぷ、溶i韓国困難ぞあった也また。 αωd- ~九品んす b数の異な

る器対H旨芝用 l)ても ( Do'Weχ I Xー/)残<s腎づかは大体'piC (2夕、2却

をある.ごめように‘主放射能の約 30ザ。ポ溶融されなれが、謝脂

)=残コごいるヒ煮の量は微量"0、樹脂杜1=も 76)¥5 tj~濃縮されてい

否ことぷ知れた、なお 中A生手足射の際!こ.蔑イオ〉交換樹脂ぷ夜

寝され弓ことが君えられるぷ、真夏身すの前色気亡J)'りと支梗容量の愛イじ

)立認め会オi..njj'った b
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A~22 ポロニウム有按錯温の拝楚拡1:フ()て

京大理 馬 煎i 久 夫

ポロニウムのジチゾシ主主か泊 /2tJ" c/ /え圧で樽廷し始め毛主ごとは

巴 1:::: 報告し岳。ポ口ニウム lまえ求揮晃~'t生の jヒ合物 Z::. 1'F- 1)事()もので

ある1)'t._ 普通の奈良桟塩之さはごめぷうな低温そ揮発する'WlJはかられて

()設()。ごの樗嬉牲がジナゾシ遁 jご固有のものであるか杏か_ aR 

鼻の構造とひか寄る許!保がある lJzs知る一つの→?と昇、右下りとし ζi下
記のごとさー釈に有枝:審議とき碕認さ íh~ 本。ロニウムの紅会情 lごコ3

揮売さ位五調ハ:~ ld。試料 lまステ).1，.ス銅製の放射荒測定血jご入れ、加

棄さには熱核左用() 16.~ ポロニウムの夫量 lまをのアルフア線25 ローリ

、y工>-校電一審 ξさ測Fきして打コp。

手九吟工: 心 7主ω叫 a t) 合一均d2#.マ軒以降

。)!Vt2-ぬ殉￡μ仏ω中~わぬ勺Zbui件抗争 Mf?tlWlι

と) 01-叫んゲ施。4丹蛇 わ動ゐ8守屋倒J;.d~

， ~)叫伶ιn〆cι仏ヂdム え) æi0Aμが~2f{~必~L

心 c(f2i-s一時d品〆必虻dλια戸地、
μょ、 a)t _.l) までの試薬 dごキレー λd!iFっと再検溶援に抽選

されると方λ うれるポ口ニウム。

P々4供ク'1..JI. 
，a) tl.、ご?汁1<1十.3N Htf潜決より II Y プJロピλLエーテノレ 12cK' 

っと袖主主ごてれるポ口ニヲム・

。b) tJ、f 門 K工十/、 S'N，ヴζど溶液 <F;f)y ナルペソアナルケハ

にぶつと摘まさ ;;hQ JK"口こウム。

結末、w:豹寸石主次の和〈岳否。

!) ~&クt 工のちのほ程度!こ、差 iまあるぶ全て / 6t? "'C /，〆食丘ぞ帯墨す

るど匹、、 ~グL J[のちの!本 2ρO~C Iご歪jるで殆ど毒薬ほ譲ゐ 主主れ在

( )。

J 類・供構造主もつ屑提言実莱の塩じつけて樟発性の大 ;t!¥.芝三 <.5ぺ
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るよ次の d交う訟傾向ぶ更 5れる。

花山叫 > s-a.キしらが減却処
正差以必4亨企品均体，&，μ匂~匂hZI2-) 叫ぬ勺￡ぬゅ4会長抑止〉

d乙一βー問仰~坊ω必吻叫

3沿〉 託dω£似μ匂》進白仰F必?
の京埠邑lはま持莞柱δぶ;支差喜しく、 特 1(::荊二右l本 /ρ〆'C，(I黄色圧此下宮、揮発す

否。

以上越ベ 15克象のーコの応用としとご、演右 lま夕、ヌエニノL刀ノレ

パジド 2三周()て R.a_T， Ra_L Rct Fの水溶液{)'ら RaF亙蒸留する

ごときさてみ、1s..射イじ守的lこ桂粋怠 Ra.FB_ ~邑ど兎全 c 単離:t- Q ご

とに京1ねした。

三ゑ3雪女結 う七 日本イζ事会才 θ与会 jとて講演

弘、 κ必uμ!.-a，.，併話 lイ、万1必 ωムふ) daa: cAC-f1l、Soc. 
Jqβ飢え主) .~-.3S- <" /ヲ，:s-_s-)

A-23 醸仁過還におけるイオフ同住体の分厚j

東京工業大挙 魚崎浩次福醤 博ー

天然のイ才ウ広会物勺単体;中のイ才ウ同位体の患在比!とつυて ldi

従来樟々の興味ある跡発ぷ去されて示色。さをの結果、酸化艮障の高

けらむ l衣低()乞の iごくうベミ三重()同位味水濃鵜ごされる'傾向のあるご

とが理論的lごち実験的10ち認められ応。での程度l本酸化原陪の肉ごろ

の大さ()ちのほど大きく Gとるので. '，f花醸掻と成化物の向ミさほど〉なり

の零度}2:イ才ウ問4主体の会列ぶ兎られる。伏j衰のZ苛窓l古典霊会祈計

主用υミご同位体の存在比五求局、 こ;n.{)，ろ同位捧の会到の程度z算
主にしたのであるそ示、演意等l京放秀t1，庄のイ才ウ同位体 3タS p::ト t..-

サ←どして用り、 4fS:けj顛イ仁誤障か 5高()醸1ヒ原陪 /2上ぶる B寺lご果し

て得られ正5就職埠守の主S-Sの恵在量1:::喜美量08生了、o;Q'どうふたつり

て冴究五行り、祥121正化物ι成醸温のi苛の分別lごコ()と:失較し定うイ



くくどをう

臭事会方法 iまsr;S ぞラペノレ、し巴~il!義ノてリウム A 不調民寺のきま i) >要員一

塩化~ー錫来の還元法 s 用()て或化水菜まで違Y亡する。(還元の援の'

同位体の分別 lごっ()て l本既iご一寄与啓東 L任。)、 得うれ E:-疎化-1<..乗d

酢自主韮卦(ヌ l衣酢酸_;;!]ド令ウム〉溶潜えに導りと戚イヒ韮説(ヌ iな蔵品二

泊ドー令ウム)の沈殿r._つ¥る。ごの沈威主主口主邑‘ 酵母長ア〉モニヲム

溶液之さ沈つ王子犠、 アシモこア本主主加えて題濁液εっくり、 よごれ左きょ

く手きをまぜなぶ‘ろ一史量の失素，水:B;高下して，E査l'物1::::.1主賎塩まとさ鞍

仁する。ごの際単体'I.才ウぷ祈話しなけぷう lご注意して行=う 3 君主蟻

4にのZ主化亜鉛(又 lま疏化え11'ふウム)BロヨIJし、 酢醸ア〉モニウム

でよ〈洗う。ごオ1I主再ぴア〉モニア本キ lご懇渇させ‘ 間凍iごして醸

Jヒするつ口決l京塩酸ξ::-11良性とし f5後、趨イじベりウム 3容決五加え ζ 議

題員ノI-不> ~三IIt 酸パリ 74 として沈殿させ、 口遇、乾燥した議.薬fif{

厚みの15法でをの;放射業主測史 Jす否。この Jえつ固たしと治ノグケの主主

新'-lS_一つの饗濁演かうっくり、 毛主試料戸の放射負ts_測史j-る。若しご

れう，硫酸ノてリウム試料の同 iご~住掠の;かちJlぷ無けとす íh ld:'， 実写会主良

〆差内ぞみきそ司令-1ま尋干し()比放射能~持つーと方えうれる。しグし実較の

結果によると、 ごれら試料の計数量の肉;ご l立小赴リの変動瓜吏うれ

、初期の離犯模作 lごより得られた疏醸バリウムの方水、， ，後期の震設住 I~

eKl)滑られた成醸バリウムロ比較して主主()放射能主もっと() G "こ¥

の芸員量うほどが卦 1)現則的ミ了、あり、 しゲモ予予期ご'ihG程度の実鞍譲〆差2三

超えるち‘のぞある。混在の所ごの英語ポど人在理由たお(う起!主~ f:~ o 

;1)'-d字会!ご結論づけるごと!なぞd-G:-けが.との理由のーっとしと乙

ー現イに物五酸化:する際jごイオフ F吾|位体のをト.31Jが行われ、童()問、住，体之車、

酸化過程の初期にと濃講されるとりうごとポ走えうわ、 ごわ!衣狩未の、

量()同位体が硫酸垣12~蓑穐されると( )う結果 iご一致する。
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(講演嬰旨〕

A-24-~武新牲ア〉ナモ〉のt守的行動lε つけて

静岡大挙秩斉警部 0神尿富尚、 斉藤忠一、 清違憲

2次射柱ア〉ナモ〉の温職溶液中の原子街減産 lごつけて種々疑肉d

持忘れマ()るのぞ. ごれたつけて検討主主行()、 主主オ'(Iごちとブ()，て全

.放射性ヂ〉.ナモシ五更量的 lごア〉ナ壬シ沈瀬口補えて求める方法lご

つけて検討し.た p

測定はすべて自己或玖d魚理法未。ょうさ乏の「稼15測定レた。

( I ) /.2.<L 8 Tのさ史料津波長 SbCLs ;5，" N HaJ 英国、 /デよア年 7月

I .5 日) 1::::::つりて:、 81$十の C'a右./L.UA〆亙添加して W‘ F 

86Lμzよ持封よぴ ρ、 ，y， ぶ(;tO?J2. の符コ ε方法12Jミ()ア〉ラトモ〉

ピロガレートの沈澱注生炭、追わたつけて秤量計普段した結果、

ごの沈激法 12Kコてi京全放射能の約ノ s1診しか持られをPとトコ匹。

又一方 ιωμぬ添加払煎lご臭素水!ごil'()予の鹸:，'lt5宅建B.符3

E寺町料!ごつ()て同根{ごしととS't:.z:のど口之アレートの沈澱主主生長秤

量計数した溝果jご於とほ豹 I Iφ伊仙料争ぷピ口d レート沈

澱 b ら求めうれ15..

なおき有料!C'CJt0'V'lio己主漆加後、臭素才、験化ぢよぴ主Z主醸還元

10よる酸化還元こタc.4 z'::_行つ岳色のたつけて得られ芦うど口ズアレ

ード沈滞えふ 5ほ lまと八ど全蔀の必砂サぶ求めうれ応。

)えよの結果、 Bl> cJ23 ( StJ![)として決釆与される 5・のの/刊b

自身の放射稼iご侭ってをの大都会小、タイ高lごなっ ζ()るごとそ決、推

定本未声。

(.2 ) 言可決トlご S 1>3十の C糾厄ム'?_ 8.添加後戎イ仁水素法たより生反主せ

巴整色硫化ア〉ナモ Y沈痕五秤量計数し t::結果、ごの方法lごよ

って会静の必4吟ぷ求めるわるとιる認めた。すなわち酸イヒ

還元正予~O& Iむよる衆運互作わなくとち放射柱ア〉ナ王シよア〉

十モ Y e'a'L.-匂ムとの尿与佃の爽棋j衣疏イヒ本来法 12よると定会豆、



く5"1) 

非挙lごすぐれミてりると謎めうれ怠。しペユレごのZむ仁劫淀}患のけ

迫速度郡吉ぞく、組反ス:):/f)主‘ e::ぢ又乾煉の陳沈澱表面iご割オl'

sB生ぴちりするま突が6150の号、琉化ア〉ナモン淀濃主友亡

際してそか量のアノl--$こウム粉末丞添加し之黒芭硫化ア〉ナモ〉

沈澱;!3生成会せ、 ;rl邑沈滞乾燥秤量固発計散する方法d検討し

てみた。 E

C の方法lご沢ると放射牲アムナモ〉と ct乙."2..-"'1..-申L との尿そ子個の

安撰ぶすぐれてりるとた得られた累 E~貰イヒ物沈澱 j京ナ通;(f容易

号、量量温法¥d一定ξさ、旦〉計数の為の衆何7砂襲る良母をあフ f::。

之の結果放射栓ア〉ナモシめ会 μZ仰がめる上iご防措

果ぶ、得ろれた。

又ごの方法主主題4ヒキークロム(cr cム) 1':::-より C?V'bU仇 d遺志

しと金昼ア〉ナむとしと全放射柱ア〉ナモシの adt均五求

める方法と比較検討した業果、ごの方法の方之メイ仁掌秦イドボ侭()

窓易であると同時lご温イヒキークロム法と間味のすぐれた結果ポ

4宇うれるごと忍認め応。

(3) 問椋!としぞノミタ仙の試栄ト溶液く 0D cb Hα:?-，英菌、/.9 s-'i 

年 ζ月/回 Jたつけてそう (ユ)ぢよひ、 (ヨJ と同11えの;撲討玉三行

( )、相似の結果左得52

A-25 輸入主れ是「単体イ才ウ -37SJ のilt守弐

およぴ二、三の往実たつけて

宗寺ミ工業X挙 資源イヒぎ訴を芦T 迫田菊沢

米自主主，0I友英昌之}5輸入会わ忘単体イ才ウ-35'Sの程度 J:;よ宮廷

のイ仁掌全日‘左決、定レ、 ま任二、三の性質 lごつりとし δぺK::9

粍畠 4才ウ lま ::::，-t?'"C とき豹 8 X 11クイ '111m H; の蒸莞圧亙もってど〉

否のそ、単体イオウ _SSS主主率向されてけな()式意ぞ耳元禄5とき仁

成<35"8の蒸，受きある() Iま昇草ホ起る J と亙君嘉し訟1)'才)I京、けけむりで



(6~ニう

るうコ。特lご取按ぅ量以微量ξきあ();希 ~K， 0 れと() ~()とご'!! 1::::: I武 dSs

の損失やま忘場合tむよ〉て l本さをれ I~ よる?古来ぶ相当蔑るごぶ仁三.注意

する世要ぷある。例え lて輸入されたま L 単仏;j;qウ --%"8 のべ〉ぜ

y 溶来〈以下原決 A二()う〉亙うj"()マイカ扱ょた慈して作つ l:::計数

試来トl志定遣でさちすみ、-tl'K:'廷の放前荒本減少する。これちふせぐた

i京、 約 ρ屯ゴタ長の求りスナレ〉の tて〉ゼ y溶液IC辰東芝リロJ主主うちのか

る試料五作るとより。ごの揚合 lこは/グ時向以上放置しと 5放射焦

の設定少は葉程本来る。

アノL令ニウム、 1C氷る噴長曲嫌jy.!3I友胞の扶覆の島正E.B.認めるごと

正予之左京苛捗った，しかレ康法守 121志水溶柱のお8ぷ浩子合永れて() 

去さの之さ. ;)も釈法ミきをの王子析 2三行つ76..0 1表決在どれぞれ蒸潜水、 ρ、/

;v、片1.::2 80ぷ産主浪、 8:2- l5..紋霊会む ρ./ ;V Mルググ溶東尋とふリ

ま世、ペシ立、〉之と単品、イオウ主抽去し lS亮uの本溶東急口過し、必
要lご応 LPξご、溶波中の&ル2ーの量が IJA..♂ルの沈滅Fごしたと念 日

了農 6ρ /rt;.チ(無限厚みの計者えま料三三作る|ご主会をた量) I三校るよう

た d、!!¥I .fj，2 (，\tJl，L 港戒 ð~口えた鎖、 グ、/グ 8act.♀ 溶液z5.加えて

，8a 8CJ{L の3色濃s作つto.0131と岡林lごしてペンぜ〉摘去五都っと

口過し正う溶決1:::'.3砂ガs，{}.J2 慈決玉三番え〉官.iJtJえとj;tJ温しちものか!5tラ

!Ja. SOI，L: o沈苦虫色作つ友S0 ごの誌うにし亡特られた 4覆の 8a..'f}().lj..

の淀濃の比放射脅さ(C/1A'ν/之付l之京F民厚み 8aS'tJタ マミ測定され応〉

|ネとれぞれ計数誤差事E西内ミ芝、 l表、と人ど一致して()た。康成句比放射

業と希釈の cめJロえられた /1才ウの霊之ふろ計算すると、 4-1撃の義

援えたつけて、 ごの量l友会 3SSの之4分以内lご担当し応。 Z表決守口烏丘

すE;}<:!:あ δ.5"本溶牲のイオウよしと l会 fk8 または 82コ Sρ.2 <;長 f::
!な StJ，34'7'， ぢJ'¥o' SOsま1=-1まSO"':;}-尋が走えられるλ父上の結果

/]'8との水港1生の 81-(] Iな舎と εt1d さと再l永 StJl，L.dーの帯ぞ烏在し ζ()

たと渇えられる。

単体イオウ___:31-Sのイヒ挙式さ決定するため !2‘結晶dオラ jご混会

して会雪1\業主主露五行ってみ応。結果イ才ウ 2三溶解し1::ぺ〉セユ港来t~ 尾米t..

メ加え、〆タノーノレ左ノト霊ずつ加えて浩晶し忘 Aオウ 2三口述主しij.つの
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フラク予ョシ~作った。最後c bi'号、づ忘?審決 i本塁寒さ通しと蒸発乾堕

して井7 S(t 7ラ)-7 }ヨ〉〆とレ {:::o とれぞれのフラ〉 7歩ヨシほ央

室長一水と蒸?与して醸北し巴犠 8a.S'ρ4ι の沈譲えとして比放射常呂測定

レ舟。景初の L，Lつのフラタフ会ヨ y の比放討議I主主十数誤差範囲内ぞ

一致し、ぞの平均値j古タ3 タρ c;vm/2C1.ポ;最y}t辱み JJaS‘命ミさあった。

最侠のアラ〉クシヨ〉の比放射能|京/仰/タ併用 主号、ょの平均値止の

差は.島教ゆたお在してo忌本法柱 35'Sの量lご担当し志。原液2さま

ざた準品 4才ウの主主釆 d 12P"'Cで.2d f1手向加熱した犠 iて行つ Z三分子容日

粧品 Iミ芯けて色、 同1tの結束ぶ縛ろれた a ごてら iご景初の分別結晶~

得 δ れ ~7 ラク会ヨ).. /ふう.ij~むのイオウ ð 集めと再び会:õll蒋轟

丞イ守ってか応。 ごの揚各!ご!志、全部の 7ラフ会ヨシの比放針葉.t:J;'-

e致し、 さとの平均値!なタss-ヲ φ怖 そあっ去る。

，):大よLの結果なる、 Sま東中の車体イヰウ -dS Sの粧表 iま 7&%以上

ミきあ 1)また、 との 11ヒ与式 i京結果イ Zウのをれと等しえ、 εsミミ‘ある

ごとぷ決定丘来た。

A-2ζ トロ/の放対性;21棄物の桶条iごづけと

東大JI_ ，佳 野 芦子 敏

ラド)'ま王子i下トロシ五舎で支〉荒守正予今、 主主れらの 1主主更生βL物五、電
当~電極よ二lJ沈着捕集 L 得るごと/京高く亭う完コヨれてける Z夕、 号事疋

~ðlナ右とり物体の表血，，'\.の沈着そうちちさう人定る。ごの土暴色‘異弓表

面 -73とえば金屋よ弁金昼夜l本沈差現象Jご何らl:I'の差異 l友生 Ufたu

ミあろうか。表、簡の物質-<)~il更れ点、でのイヒ事的組真ヤ界記害程差哉

と、 4t，導的、物蒐的J庄積;t)':，.変化す6¥0 C:れらの穀馨の烏奈良、三診馨が

あれ lずをの困季五喋る 15めp失較l京行われ応。ラド〉友 1)'B譲夜韓

の撞芸員ぶ少〈、またぞれろの半域期ち短く耳元設けの易し()トロ〉ぶ

用りられた。トロ y 以下の求女三奈J司1~j去すと演のよフマあ主主@

¥ 
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丁供 三→丁hA r;(_う """rh.B _@_ぅ Th_C 3く伝こぎり丁hCノ

pみRn)54<ゴs(ニシ'':Po)tJ.I;fl3s (よほPT)/〆・6A (2/之 βぷ) 6/>'よ侃 (":>~:2 ? ()) 

炉問、?例 ↓"3XI，:J-?S 
T九c'/ ，3 、 丁九P
(2"crT..e.) 3.万?e()& Pb) 

トロシ涼よし Eこl乱 Th_X とlま l茨主主耕平衡 lご主主し，と()ると右え 5

れ~~高曹長トリヴムの結晶、ヨtJ .3 tl t> tt 亙広ロピシ lご入れ、捕寒板正5附

しE三コノ1--7栓亙盛栓オる。捕、集玖としと l女同聖の銅板、ポリエチレ

〉壊、五、cKiY、蒸留オえの水面5用()うれe:。蒸留本に補集合れ 75-核種

の放射能|在、水2三4也の測定血口移して乾回して犠測定0ih15o銅板、J

}j('. J)エナレ〉撲につ()ζl京主主のまま測央.JJl)_ 1~ 入h て測定会わた。す

べて合ート1JJウ〉ア-zs_用()長。定かろのlEE南!な主主来る限り同-:&

7サロ供()、得うれ T6 計数値 I~対して l女同時計数積犬 lご友る浦正五加

え定。

得うれ巴放射能の値l示、使用し β実る物質の表司祷ぷ会く l時レ

〈、色ごりのとき厳密lごほ主えな()々 と、ヰ斑唱値 dニレとほ鋼板ょポリエチレ

台庚そlホl沃 j定一致レてりる。水面 1とつ()てほさきの表面積b 、またド

19 ，y気洗中¥の帯入の方法 tイ巴のこ意と臭るのを比較ミきさなけ。レ

悲し:壌主要曲株の初次/2コ()て!な. これら三惑の南 12若干の差異歩み

る;れ Qo す延安わち、庁対数グラフ上12おいて、銅板lごよるちの!太、

j烹l震直糠的 12減衰し、 主主の半減期!ま/久6 -A-左示す。ー方、オマリ工

チレシ撲のをれl求、最初の数時向lごち()て直教示()タトれてわずかな

ふくラみ之丞示し、数時向此後lホノグよIi-の半減期左京す宣漁となる。

水面Iごつりとほ同君の中内の傾向ぷ/侍るれた。ごの最初のさ事念のノず¥

ペラみ!京、 人口 J〆壌安当三長物のふ挟穫のとF3長期主走属すると、 これ

ぶ、一「九乙の生j突に日記ヨミしとりるそあろうと主主易に種史ミミわる。鋼板

に祈広した丁hB と ThC/永l意去二人ど午衡肉ノ良12あリ、 ポリエラーレシ

震上マ l衣 ThCが丁hsとの平衡霊lごはさきレてりなb つ忠之君えられあ

ごの凍困 ζ し之 l訳、表面の界面電位差、帯決 a 挟者童原与と表面と

の仁挙結舎などの差異lご択フて、衛失レ ，E:'_b表手のうち沈着す否副合

(淀馨効率ょゼミ!とζ附 1)、る}が異る小、す1乙ぶ下hB6δ生ずξ=q棄の
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tーまたj京β一足Bヒロ よる喪失争 k あるけはささ合同意によGiちのと

想保される。ごの老えに吹っζ さう!と定量的iこご問題z取者うTaタム

走ず ThB (百1、1hA.'-E舎あとてJ、 ThCの持集積」二棟主主速度〈こ構実

頻度 x沈着効率)d九8φ 、入c心 とすさ3と‘

d ，11/8 Iぷε=入8、bー/¥e、NB
dAを/白=(人B-fo)jrく入B-7も ).Þ-e~泊三'，)CI怯十λB'(

ごご l亡、プ令 i京万7Bの議寺教に、比例して ThCA虫、反tt遅主主すaと L-"K':

場合の比例史教である。この三宅亙ちとにして計算主主色ゐミご i)Jき 4 藷

果さまとめさ3 と‘ふえ、うか亙全く宋ミ:-~()<2~報的 lミ減衰する摩会

!京、

T/ζ'= (.λ，0 -λB) / (λ8 -.-ki 

ふく三うみ~禾す場合成、

b/C)し弘一入B)/ぐλ8--A) 

均一般芸てど3刊号られるリま王手311{::::導ペチれ lS弐ま:¥dミ乙，.:浩被種原子のー獲を央

頻蔑どが、芝れぞれの平均寿今 lご北!f9IJするとの・仮定jご基けと‘ R ワエ，歩

レ〉膿ミさl古了hsの沈着完治牢が寸nιのそれの Jρ ヘ$(}俸匂之氏‘麗ぞ[衣
/グペご F 俸大さりと評縮会れ50 開株a彼是のちょ lご、錦載にお
げる壊さた曲娩 2三直毅よみてプ~13 評価すると手当。、@ハグ、タ停の趨三三得

否。 レふしごわるの櫨につe)てはさろ lご検討さ主要j-Q ごと』まりうま

之さ壱な'()。

A， -2ワ 殺量重金星の同住完了業持釈定量一葎強中

の水銀の分析

東北丈・翌 鈴木告患

主 ζ し之、有荷物五会解するござ1.) 1::::- おごる避 tナられな~ ( )本銀8夜

失の阻止‘ tt :5 ZX'・IC:極微量の水銀の簡単設しがち信頼の芯ける走霊主

主夫之式売会連主ござれて U~U 7:.さめ!之、生物保守の水銀の正護老会走量t蕊

困難ミちゃっろ()そきある。
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とごでお-3Hr . 15.トレーサーとして用()基礎的敬之， :3の検討段、
込用位元烹帯哲夫東霊法 ρ{;:::'瓜り植物(末j 守の水銀φ定量5喜夫みF::-。

ごの方法l京、 歩U)2株霊の銀の員三重とこ共iと鞍告する Jミう tc:、 信i位;U長

右手釈〉まと同ぴ原理司、ちちうん損失の神王ぶ可能之さあり、 ミ~;ê-最終

の史筆i志士大射乗の測定13'1/之さオヲご召ごえ Qd5、供未のイ仁考的赴方法

/ご比して感度自と δ 0(1:::::精度犬 lごすぐれておりかつ使二刊であ Do

グナゾシ本試乗といしと用u-r::::ぷ、 あ否-}き竃グづ Yづドゾジと結会す

，:;;'水室長の量{京、ホ哉の過剰量c焦肉係!ご常lミ-)告であ忍ごと五まず

芯しかめ K'::.<>ま去三用l)昌之内 H'f のま笠みの濃度五きめるため、 一定
量の 2t>3fi~ .1ご種々の霊の水銀主主加え之、 ごれ迄不足量のあ§社意i訣

一定量の Yナゾシミ三抽去してさえ射金主除。\れ t~'，放射離水!京じめの

半}.J-tCなる IC雪ーし長水銀の量水担体量d_;ます。

妨害金患である倖lょ銀のうち銀との会高 lまナ;f全ア〉較癌の存在

宅さ可荒そあるごと主再レかめlSホ¥芙 l京本去 12おりて l京 /M!! Jメ寸て

め水銀iご対し、 々1)グラム程度の鋼、室長の夫恵でシ劫喜とほ哉 5"d;()。

通乗ljmyチーゾンB.祢アシ t 二アヰくで除くとき、 グ、ρ/グのアふ Eニ

ア水Z三月()才1[ず水銀ーグナゾシ塩のゐ需はおごる訟()。また水量良一

デナゾシ塩五成-];詩歌む必得するご~.( )、 Z詐E義ι正時践の建会比五夜え

とみたが、 el]玖卒ぽお斗で拘 StJパーセ〉ト湾事褒である。

実際IC、米言時半トlごつ()ミ士会析した。同ち試料1'2既夫ロ量の 2NH~ 13. 

添加し、就一議職ミき湿弐灰4ヒ媛、 ジナゾシ田温dじ炭乗津波たよ 1)柚

主主芝s.Z リ小えし、 持 LK室F芝53表滑量検再び疏-;f謂践で会無し一定量|ご稀

釈、放射龍王三ほか l)数量ε求払ま再開也元素持釈史霊法!ご反って
会祈左おご在来o、得られた今祈僅{~ブラシフ補正およが殊霊補正主主

レミ王し()得l3.~専否。


